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は
じ
め
に

小
稿
は
ヘ
ル
マ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
ワ
イ
マ
ー
ル
大
連
合
）
内
閣

の
末
期
か
ら
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
の
初
期
に
か
け
て
、
ラ
イ
ヒ

（
ド
イ
ツ
国
）
財
政
と
政
権
運
営
の
最
重
点
課
題
で
あ
っ
た
失
業

保
険
財
政
再
建
問
題
（
失
業
保
険
危
機K

rise
der

A
rbeitslosen-

versicherung

）
の
意
味
を
、
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
財
務
大
臣

（PaulM
oldenhauer

人
民
党

在
任
一
九
二
九
年
一
二
月
〜
三

〇
年
六
月
）
が
提
案
し
た
ラ
イ
ヒ
歳
入
の
欠
損
補
填
計
画
と
の
関

連
を
中
心
に
し
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

政
治
史
の
上
で
は
、
議
会
連
立
多
数
内
閣
た
る
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣

と
大
統
領
内
閣
で
あ
る
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
と
の
間
で
、
ワ
イ

マ
ー
ル
共
和
国
史
の
線
を
画
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
し
、
研
究

史
上
で
も
そ
の
よ
う
に
扱
か
わ
れ
て
い
る
（
1
）
。
し
か
し
失
業
保
険
財

政
の
健
全
化
と
、
こ
れ
を
含
む
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

と
を
重
ね
て
考
え
て
み
る
と
、
前
後
す
る
ふ
た
つ
の
内
閣
の
最
後

と
最
初
を
（
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
財
務
大
臣
在
職
期
を
）
架
橋

し
て
、
一
九
三
〇
年
夏
を
画
期
に
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
政
の
末
期
が

始
ま
る
と
み
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
世
界
恐
慌
に
よ
る
大
量
失
業
を
背
景
に
、
こ
の

期
間
に
失
業
保
険
危
機
お
よ
び
ラ
イ
ヒ
歳
入
欠
損
の
補
填
が
、
ミ

ュ
ラ
ー
大
連
合
内
閣
退
陣
の
原
因
と
な
り
、
次
い
で
前
内
閣
か
ら

ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
に
留
任
し
た
財
務
大
臣
を
辞
職
に
追
い
詰

め
、
さ
ら
に
共
和
政
に
は
運
命
的
と
な
っ
た
国
会
（
ラ
イ
ヒ
議

会
）
解
散
と
、
議
会
解
散
中
の
大
統
領
緊
急
命
令
に
繋
が
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
緊
急
命
令
で
、
漸
く
一
九
三
〇
年
度
予
算
が
成
立

し
た
こ
と
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
失
業
保
険
財
政
の
再

建
計
画
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案
と
の
関
連
検
討
は
、

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

原

信

芳

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

二
九
（
三
七
五
）



既
往
研
究
で
は
充
分
に
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
の
総
辞
職
に
つ
い
て
、
研
究
史
が

語
る
要
点
は
失
業
保
険
財
政
再
建
に
対
す
る
社
会
民
主
党
、
労
働

組
合
総
同
盟
（
自
由
労
組
）
の
我
意
の
強
さ
で
あ
る
。
大
連
合
内

閣
の
末
期
、
社
会
民
主
党
は
、
財
務
大
臣
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が

苦
心
し
て
ま
と
め
た
歳
入
補
填
案
（
政
府
原
案
）、
連
立
与
党
代

表
者
会
議
の
政
府
修
正
案
を
拒
否
し
、
さ
ら
に
マ
イ
ア
ー
修
正
案
、

ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
調
停
案
も
拒
否
し
た
。

「
三
月
に
な
る
と
前
年
諸
勢
力
の
妥
協
の
も
と
に
三
％
か
ら
三
・

五
％
に
あ
げ
ら
れ
た
失
業
保
険
掛
金
を
さ
ら
に
〇
・
二
五
な
い
し

〇
・
五
％
あ
げ
る
と
い
う
案
が
出
さ
れ
、
こ
こ
に
人
民
党
と
社
会

民
主
党
の
対
立
は
爆
発
点
に
ま
で
達
し
た
。
中
央
党
の
ハ
イ
ン
リ

ヒ
・
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
若
い
代
議
士
が
、
調
停
案
を
出
し
、

ド
イ
ツ
人
民
党
は
い
ろ
い
ろ
な
政
治
的
考
慮
に
よ
っ
て
、
一
応
こ

れ
を
受
諾
し
よ
う
と
し
た
が
、
労
働
組
合
指
導
部
に
つ
き
あ
げ
ら

れ
た
社
会
民
主
党
が
こ
れ
に
断
固
反
対
の
態
度
を
と
り
、
一
切
が

終
っ
た
（
2
）
」。

確
か
に
に
ミ
ュ
ラ
ー
首
相
が
英
国
労
働
党
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
顰

み
に
倣
う
で
も
し
な
い
限
り
（
3
）
、
こ
れ
で
大
連
合
内
閣
の
総
辞
職
が

決
定
的
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
社
民
党
は
零
コ
ン
マ
数
パ

ー
セ
ン
ト
の
失
業
保
険
拠
出
率
引
上
に
固
執
し
て
妥
協
を
拒
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
か
。

「
当
日
の
社
民
党
代
議
士
会
に
出
席
し
て
い
た
シ
ュ
タ
ム
プ
フ

ァ
（Friedrich

Stam
pfer

）
の
言
に
よ
る
と
、
殆
ん
ど
全
員
一

致
で
議
員
た
ち
は
妥
協
案
受
入
に
反
対
投
票
し
た
。
ヴ
ィ
ッ
セ
ル

（R
udlf

W
issel

ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
の
労
働
大
臣
）
は
勝
利
し
た
、

だ
が
、
い
か
な
る
代
償
に
よ
っ
て
か
？
（
4
）
」。

ワ
イ
マ
ー
ル
連
合
内
閣
を
瓦
解
に
導
く
と
い
う
代
償
に
よ
っ
て

で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
社
民
党
が
ヘ
ル
マ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー
内

閣
を
退
陣
に
導
き
、
野
党
に
戻
っ
て
ま
で
し
て
、
守
ろ
う
と
し
た

も
の
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

「
ミ
ュ
ラ
ー
・
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
（H

.M
üller-Lichtenberg

）

が
激
越
な
口
調
で
妥
協
案
を
排
撃
し
、
も
し
こ
れ
が
採
択
さ
れ
る

な
ら
ば
、
組
合
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
も
っ
て
反
対
闘
争
を
展
開
す

る
で
あ
ろ
う
と
極
論
し
た
。
そ
し
て
こ
の
議
論
が
会
場
を
制
し
て
、

社
会
民
主
党
は
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
案
を
拒
否
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
が
ひ
き
起
こ
す
べ
き
政
治
的
結
果
を
考

え
る
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
〇
・
二
五
％
の
譲
歩
に
反
対
し
た
の
は

き
わ
め
て
愚
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
（
5
）
」。

政
治
家
の
領
す
べ
き
結
果
責
任
を
思
え
ば
、
社
民
党
代
議
士
会

の
妥
協
拒
否
は
愚
行
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
社
民
党
と
労
働

組
合
は
、
自
党
の
首
相
（
ヘ
ル
マ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ーH

erm
ann

史

学

第
八
六
巻

第
四
号

三
〇
（
三
七
六
）



M
üller

）
が
要
請
し
、
自
党
の
内
務
大
臣
と
経
済
大
臣
（
ゼ
ー
ヴ

ェ
リ
ン
グC

arlSeveling

、
シ
ュ
ミ
ッ
トR

obert
Schm

itt

）
が

支
持
を
表
明
し
、
ま
た
中
間
政
党
で
与
党
の
中
央
党
、
民
主
党
が

賛
成
し
、
そ
し
て
対
立
を
深
め
て
い
た
と
は
い
え
、
い
ま
だ
連
立

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
人
民
党
が
、
党
首
シ
ョ
ル
ツ
（E

rnst

Scholz

）
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
懸
命
の
説
得
を
受
け
て
、
議

員
団
の
多
数
決
を
と
っ
た
末
に
辛
く
も
受
諾
し
た
こ
の
調
停
案
を
、

な
ぜ
拒
否
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
民
主
党
が
調
停
案
を
拒
否

す
る
に
は
相
応
の
理
由
が
そ
こ
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
（
6
）
。

「
指
導
的
社
民
党
役
員
が
、
の
ち
の
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
時

に
為
し
た
譲
歩
に
比
べ
れ
ば
よ
り
少
な
い
譲
歩
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ミ
ュ
ラ
ー
大
連
合
内
閣
と
議
会
制
民
主
主
義
体
制
を
余
り

傷
つ
け
る
こ
と
な
く
維
持
で
き
た
で
あ
ろ
う
（
7
）
」。

国
会
に
お
け
る
社
民
党
の
議
席
か
ら
を
考
え
る
と
、
保
険
料
率

か
ら
い
え
ば
比
較
的
小
さ
い
譲
歩
で
、
内
閣
と
議
会
制
民
主
主
義

体
制
を
維
持
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
社
民
党
指
導

部
は
大
連
合
内
閣
を
質
草
に
い
れ
て
ま
で
し
て
、
こ
の
妥
協
を
拒

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

ミ
ュ
ラ
ー
大
連
合
内
閣
の
瓦
解
は
「
失
業
保
険
拠
出
を
わ
ず
か

〇
・
五
％
引
き
上
げ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
ラ
イ
ヒ
議
会
で
の

審
議
が
決
裂
し
た
の
が
主
因
で
あ
っ
た
（
8
）
」。

そ
れ
は
事
実
で
あ
る
が
、
な
ぜ
、
わ
ず
か
〇
・
五
％
の
引
上
に

妥
協
や
譲
歩
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
拠
出
は
労
使
折

半
で
あ
る
か
ら
、
経
営
者
側
、
労
働
側
の
料
率
引
上
負
担
増
は
そ

れ
ぞ
れ
〇
・
二
五
％
で
あ
る
。
し
か
も
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
、

拠
出
率
の
引
上
に
関
す
る
政
府
原
案
は
〇
・
五
％
ア
ッ
プ
と
固
定

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
上
幅
は
〇
・
五
％
あ
る
い
は
〇
・
二

五
％
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
（
定
率
三
・
五
％
を
定
率
四
％
も
し
く

は
三
・
七
五
％
に
引
き
上
げ
る
）、
後
者
に
注
目
す
れ
ば
僅
か
〇
・

二
五
％
、
労
使
各
〇
・
一
二
五
％
の
妥
協
が
成
立
し
な
か
っ
た
と

い
え
る
。
な
ぜ
微
調
整
と
も
い
え
る
、
こ
の
よ
う
な
数
字
の
対
立

で
大
連
合
内
閣
は
総
辞
職
に
到
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
党
首
ヴ
ェ
ル
ス
は
内
部
対
立
を
外
部
に
出
さ
な
い
た
め
、
ブ

リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
調
停
案
を
拒
否
し
て
三
月
五
日
の
政
府
案
を
支
持

す
る
、
と
い
う
提
案
を
示
し
て
満
場
一
致
の
採
択
を
得
た
が
、
し

か
し
、
こ
の
段
階
で
三
月
五
日
の
政
府
案
に
立
ち
戻
る
と
い
う
の

は
内
閣
崩
壊
以
外
の
な
に
も
の
を
も
意
味
し
な
か
っ
た
（
9
）
」。

内
閣
崩
壊
以
外
の
何
も
の
を
も
も
た
ら
さ
な
い
と
、
分
か
っ
て

い
て
な
ぜ
、
社
民
党
代
議
士
会
は
満
場
一
致
で
そ
の
よ
う
な
決
定

に
到
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
小
論
で
検
討
す
る
課
題
は
①
失
業
保

険
財
政
の
再
建
と
密
接
に
係
わ
る
財
務
大
臣
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

三
一
（
三
七
七
）



の
歳
入
補
填
案
を
い
か
に
評
価
す
る
か
、
②
失
業
保
険
財
政
再
建

に
関
す
る
社
会
民
主
党
の
立
場
を
ど
う
理
解
す
る
か
、
③
失
業
保

険
財
政
再
建
を
め
ぐ
る
政
治
紛
争
が
ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
給
付
政
策

史
上
、
ひ
い
て
は
労
働
市
場
政
策
史
上
に
も
つ
意
味
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
、
の
三
つ
で
あ
る
。

註（
１
）

W
erner

C
onze

,
“D

ie
K

rise
des

Parteienstaates
in

D
eutschland

1929/30”,
in

:H
istorische

Zeitschrift
B

d
.

178
H

.1
1954

S.47.

（
２
）
山
口
定
『
ヒ
ト
ラ
ー
の
台
頭
』
朝
日
新
聞
社

一
九
九
一
年
、

二
三
六
〜
二
三
七
頁
。

（
３
）
「
こ
の
と
き
（
一
九
三
一
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
失
業
保
険

を
め
ぐ
る
英
国
の
政
変
〜
註
記
筆
者
）
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
進
退

は
、
〇
・
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
譲
歩
を
き
ら
う
自
党
の
態
度
に
束
縛

さ
れ
て
、
な
ん
ら
な
す
と
こ
ろ
な
く
政
権
を
放
棄
し
た
ド
イ
ツ
の

ヘ
ル
マ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー
と
顕
著
な
対
照
を
な
し
て
い
る
」（
林
健
太

郎
『
両
大
戦
間
の
世
界
』
講
談
社

一
九
七
六
年
、
二
七
五
頁
）。

（
４
）

E
rich

E
yck,

A
H

istory
of

the
W

eim
ar

R
epublik

V
ol.

II,
N

ew
Y

ork
1970,p.247.

（
５
）
林
健
太
郎
『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
』
中
央
公
論
社

一
九
七
三

年
、
一
五
二
〜
一
五
三
頁
。

（
６
）
伊
集
院
立
氏
は
社
会
民
主
党
が
調
停
案
を
拒
否
し
た
理
由
と
し

て
、
経
済
政
策
の
選
択
の
み
な
ら
ず
「
む
し
ろ
、
政
治
的
民
主
主

義
擁
護
の
課
題
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
資
本

家
側
に
と
っ
て
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
政
権
交
替
に
よ
っ
て

達
成
さ
れ
う
る
経
済
的
目
的
の
み
な
ら
ず
、
根
本
的
な
政
治
情
勢

変
化
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（「
ブ
リ
ュ
ー
ニ

ン
グ
内
閣
の
成
立
に
つ
い
て
」『
歴
史
学
研
究
』
四
一
一
号

一
九

七
四
年
、
四
〜
五
頁
）。
こ
れ
は
ブ
ラ
ッ
ハ
ー
、
マ
テ
ィ
ア
ス
、
モ

ル
ザ
イ
、
ア
イ
ク
、
コ
ン
ツ
ェ
（K

.D
.B

racher,D
ie

A
uflösung

der
W

eim
arer

R
epublik

,
V

illingen
Schw

arzw
ald

1960,
E

.
M

atthias,R
.M

orsey

（hrsg.

）,D
as

E
nde

der
Parteien

1933
,

D
üsseldorf

1960,E
.E

yck,op.
cit.,W

.C
onze,a.

a.
O

.

）
ら

既
往
研
究
と
同
様
の
見
方
で
あ
る
。

他
方
、
栗
原
優
氏
は
ワ
イ
マ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
経
済
界
内
部
の
路

線
対
立
を
検
討
し
た
結
果
、「
当
時
の
経
済
界
主
流
だ
っ
た
化
学
・

電
気
・
銀
行
独
占
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
、
大
連
合

破
壊
の
意
図
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
大
連
合
の

崩
壊
は
な
に
よ
り
も
、
社
会
民
主
党
�
自
由
労
組
指
導
部
と
の
公

然
た
る
同
盟
に
よ
っ
て
自
ら
の
意
図
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
独

占
資
本
主
流
の
政
策
の
限
界
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
新

し
い
見
解
を
示
し
て
い
る
（『
ナ
チ
ズ
ム
体
制
の
成
立
』
新
装
版
第

二
刷

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

一
九
九
九
年
、
三
一
〇
頁
）。

（
７
）

H
elga

T
im

m
,

D
ie

D
eutsche

Sozialpolitik
und

der
B

ruch
der

G
roßen

K
oalition

,D
üsseldolf

1952,S.206.

最
近
の
研
究
で
は
、
ヴ
ァ
イ
ス
ブ
ロ
ー
ト
が
失
業
保
険
赤
字
の

増
大
と
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
の
瓦
解
に
つ
い
て
、
テ
ィ
ム
の
先
行
研
究

に
沿
っ
た
分
析
・
見
解
を
示
し
て
い
る
（B

ernd
W

eisbrot,“D
ie

K
rise

der
A

rbeitslosenversicherung
und

der
B

ruch
der

großen
K

oalition”,in
:W

olfgang
J.M

om
m

sen

（hrsg.

）,D
ie

史

学

第
八
六
巻

第
四
号

三
二
（
三
七
八
）



（
Ⅰ
）
二
七
年
失
業
保
険
法
体
制

本
論
に
入
る
前
に
本
論
と
関
連
す
る
限
り
、
一
九
二
七
年
七
月

に
公
布
さ
れ
た
ド
イ
ツ
失
業
保
険
法
（
職
業
紹
介
失
業
保
険
法

G
esetz

über
A

rbeitsverm
ittlung

und
A

rbeitslosenversi-

cherung.V
om

16.7.1927

以
下
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
）
と
失
業
保
険

の
給
付
推
移
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
（
1
）
。

同
法
律
に
規
定
さ
れ
た
被
保
険
者
は
、
ラ
イ
ヒ
保
険
法
と
ラ
イ

ヒ
鉱
夫
組
合
法
の
疾
病
保
険
義
務
者
、
職
員
保
険
法
被
保
険
者
で

疾
病
保
険
義
務
の
な
い
も
の
、
船
舶
海
員
の
全
て
で
あ
り
、
こ
れ

で
職
員
、
労
働
者
の
大
部
分
が
失
業
保
険
の
対
象
と
し
て
見
込
ま

れ
た
。
彼
ら
が
給
付
期
待
権
を
取
得
し
て
（
条
件
は
該
職
種
に
勤

務
一
二
ヵ
月
）
労
働
能
力
と
労
働
意
思
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

職
を
失
っ
た
場
合
に
は
保
険
給
付
の
請
求
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で

き
る
。

職
業
紹
介
を
断
わ
る
正
当
事
由
は
、
賃
銀
協
定
定
立
賃
銀
が
支

払
わ
れ
な
い
と
き
、
失
業
者
の
資
質
、
失
業
前
の
業
務
、
身
体
状

況
に
相
応
す
る
労
務
が
提
供
さ
れ
な
い
と
き
、
家
族
を
充
分
に
扶

養
で
き
な
い
と
き
、
遠
隔
地
へ
の
住
居
移
動
を
伴
う
就
業
な
ど
で

E
ntstehung

der
W

ohlfahrtstaat
in

G
roßbritanien

und
D

eutschland
1850

�1950
,Stuttgart

1982.

）。

（
８
）
福
澤
直
樹
『
ド
イ
ツ
社
会
保
険
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会

二

〇
一
二
年
、
一
五
九
頁
。

（
９
）
栗
原

前
掲
書

三
〇
七
頁
。

大
連
合
内
閣
の
瓦
解
に
つ
い
て
、
既
往
研
究
で
語
ら
れ
な
か
っ

た
ワ
イ
マ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
経
財
界
の
主
流
派
（
化
学
、
電
気
、
銀

行
）
と
非
主
流
派
（
重
工
業
）
と
の
路
線
対
立
と
い
う
新
し
い
視

点
を
提
供
し
た
こ
と
は
、
栗
原
氏
の
大
き
な
功
績
で
あ
る
。
氏
に

よ
れ
ば
、
財
界
主
流
派
は
大
連
合
内
閣
に
妥
協
的
で
あ
り
、
非
主

流
派
は
敵
対
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
二
五

対
一
六
で
人
民
党
議
員
団
が
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
調
停
案
を
受
諾
す

る
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
た
と
言
う
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
大
連
合
内
閣
の
瓦
解
に
お
い
て
、
よ
り
責

任
が
傾
く
の
は
人
民
党
よ
り
も
社
民
党
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
が
、
氏
は
同
時
に
、「
独
占
資
本
の
あ
く
な
き
要
求
に
た
い
し

て
社
会
民
主
党
�
自
由
労
組
指
導
部
が
絶
え
ざ
る
譲
歩
を
重
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
の
み
維
持
さ
れ
う
る
大
連
合
内
閣
は
、
大
恐
慌
と

と
も
に
開
始
さ
れ
た
民
衆
の
過
激
化
の
状
況
の
も
と
で
は
い
ず
れ

に
せ
よ
崩
壊
は
不
可
避
で
あ
っ
た
」（
三
〇
八
頁
）
と
し
て
、
社
民

党
・
労
組
の
責
任
を
相
対
化
す
る
。

「
い
ず
れ
に
せ
よ
」
と
は
文
脈
上
、
大
連
合
内
閣
の
最
終
段
階
で
、

社
民
党
が
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
調
停
案
に
対
し
て
妥
協
し
て
い
て
も
、

し
て
い
な
く
て
も
、
と
読
め
る
。
し
か
し
経
済
界
主
流
に
大
連
合

内
閣
打
倒
の
意
図
は
な
く
、
そ
れ
が
人
民
党
の
意
思
決
定
に
影
響

し
て
い
る
な
ら
ば
、「
い
ず
れ
に
せ
よ
崩
壊
は
不
可
避
で
あ
っ
た
」

と
い
う
結
論
は
腑
に
落
ち
な
い
。

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

三
三
（
三
七
九
）



あ
る
。
保
険
給
付
請
求
権
は
、
失
業
保
険
が
連
続
二
六
週
間
支
給

さ
れ
た
と
き
に
は
消
滅
す
る
。
し
か
し
ラ
イ
ヒ
職
業
紹
介
失
業
保

険
庁
（R

eichsanstalt
für

A
rbeitsverm

ittlung
und

A
rbe-

itslosenversicherung

以
下
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
）
管
理
評
議
会
は
、

と
く
に
就
業
困
難
な
労
働
市
場
で
は
給
付
期
間
を
三
九
週
ま
で
延

長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
労
働
大
臣
は
管
理
評
議
会
に
諮

問
を
お
こ
な
い
、
労
働
市
場
が
継
続
し
て
求
職
者
に
不
利
な
状
況

に
あ
る
と
き
に
は
、
失
業
保
険
が
延
長
さ
れ
た
あ
と
に
、
緊
急
給

付
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
給
付
請
求
権
の
消
滅
は
保
険
に

準
じ
る
。

失
業
保
険
給
付
は
ド
イ
ツ
全
国
三
六
一
ヵ
所
（
2
）
の
地
域
支
所
（
労

働
局A

rbeitsam
t

）
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
、
緊
急
給
付
は
市
町
村

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
労
働
局
は
失
業
手
当
の
支
給
と
と
も
に

職
業
紹
介
、
職
業
訓
練
、
職
業
相
談
な
ど
も
担
当
す
る
。
正
当
事

由
に
よ
る
就
業
困
難
無
し
に
、
労
働
局
か
ら
紹
介
さ
れ
た
労
務
に

就
業
を
拒
否
し
た
と
き
に
は
、
そ
れ
か
ら
四
週
間
は
失
業
保
険
の

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

失
業
保
険
は
基
本
手
当
と
家
族
手
当
か
ら
成
る
。
基
本
手
当
の

算
定
の
た
め
に
失
業
前
週
労
働
報
酬
に
よ
っ
て
被
保
険
者
を
一
級

（
週
給
一
〇
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
Ｒ
Ｍ
未
満
）
か
ら
十
一
級
（
週
給

六
〇
Ｒ
Ｍ
以
上
）
ま
で
に
区
分
し
、
各
級
基
準
賃
銀
を
一
級
�
八

Ｒ
Ｍ
か
ら
十
一
級
�
六
三
Ｒ
Ｍ
ま
で
定
額
決
定
す
る
。
つ
い
で
週

に
支
給
さ
れ
る
本
失
業
手
当
を
、
定
額
基
準
賃
銀
の
一
級
�
七

五
％
か
ら
八
〜
十
一
級
�
三
五
％
と
段
階
的
に
定
め
る
。
家
族
手

当
は
無
収
入
の
家
族
一
人
に
つ
き
一
律
基
準
賃
銀
の
五
％
と
決
め

ら
れ
た
。
な
お
失
業
者
が
罹
病
し
た
と
き
に
は
、
失
業
保
険
支
給

額
と
同
額
の
疾
病
保
険
（K

rankengeld

）
が
支
給
さ
れ
る
と
定

め
ら
れ
た
。
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
は
疾
病
保
険
の
給
付
水
準
を
も
維
持
し

た
の
で
あ
る
（
失
業
疾
病
両
社
会
保
険
の
給
付
額
連
動
）。
し
た

が
っ
て
、
も
し
も
失
業
保
険
財
政
再
建
の
た
め
に
、
失
業
手
当
が

カ
ッ
ト
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
疾
病
保
険
給
付
額
の
連
動
削
減
を
意

味
す
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
労
働
組
合
が
失
業
給
付
額
削
減
を

拒
否
す
る
有
力
な
根
拠
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

保
険
給
付
の
た
め
の
資
金
は
、
被
保
険
者
と
そ
の
雇
用
者
が
支

払
う
掛
金
か
ら
調
達
さ
れ
る
。
緊
急
給
付
に
つ
い
て
は
五
分
ノ
四

は
ラ
イ
ヒ
が
、
残
り
は
市
町
村
が
負
担
す
る
。
拠
出
は
労
使
折
半

で
掛
金
は
賃
銀
の
三
％
と
さ
れ
た
。
掛
金
は
疾
病
金
庫
、
船
員
金

庫
、
鉱
夫
組
合
に
納
付
さ
れ
、
疾
病
金
庫
と
鉱
夫
組
合
は
受
領
し

た
掛
金
を
全
国
一
三
の
ラ
ン
ト
労
働
局
（Landesarbeitsam

t

）

に
、
船
員
金
庫
は
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
へ
移
送
す
る
。
掛
金
は
ラ
イ
ヒ
配

当
分
と
ラ
ン
ト
配
当
分
か
ら
な
り
、
ラ
ン
ト
失
業
保
険
局
は
Ｒ
Ａ

Ｖ
Ａ
Ｖ
に
ラ
イ
ヒ
配
当
分
を
交
付
す
る
。
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
理
事
会
は

史

学

第
八
六
巻

第
四
号

三
四
（
三
八
〇
）



ラ
ン
ト
失
業
保
険
局
の
資
金
不
足
分
を
補
償
す
る
。
こ
の
補
償
に

使
用
さ
れ
る
以
外
の
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
資
金
は
失
業
保
険
緊
急
積
立
金

を
構
成
す
る
。
積
立
金
は
失
業
者
六
〇
万
人
に
最
低
三
ヵ
月
は
保

険
給
付
で
き
る
も
の
と
す
る
。
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
の
必
要
資
金
が
掛
金

収
入
と
積
立
金
の
合
計
を
上
回
る
場
合
は
、
ラ
イ
ヒ
労
働
大
臣
は

ラ
イ
ヒ
財
務
大
臣
の
同
意
を
得
て
国
庫
か
ら
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
に
貸
付

金
を
交
付
す
る
。
こ
の
ラ
イ
ヒ
貸
付
義
務
（
一
六
三
条
）
が
、
の

ち
失
業
保
険
財
政
の
悪
化
に
伴
い
人
民
党
・
経
営
者
団
体
と
社
民

党
・
労
組
の
間
で
大
き
な
争
点
に
発
展
す
る
。

以
上
の
諸
条
規
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
は
基
本
的

に
は
労
使
に
よ
る
集
団
的
相
互
自
助
と
い
う
保
険
原
則
に
立
ち
な

が
ら
も
、
長
期
失
業
者
の
た
め
に
扶
助
的
性
質
の
緊
急
給
付
を
シ

ス
テ
ム
内
に
取
り
込
ん
だ
。
緊
急
給
付
は
失
業
保
険
と
は
別
立
で

お
こ
な
わ
れ
た
も
の
の
、
本
来
は
公
的
支
出
で
あ
る
同
給
付
が
Ｒ

Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
財
政
に
計
上
さ
れ
る
と
い
う
不
合
理
が
生
じ
た
。
と
も

あ
れ
、
ワ
イ
マ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
は
こ
の
法
律
に
よ
り
職
業
紹
介
と

一
体
化
す
る
と
と
も
に
職
労
一
元
化
さ
れ
た
、
当
該
期
と
し
て
は

最
も
先
進
的
な
職
業
紹
介
失
業
給
付
制
度
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

財
務
省
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
労
働
者
・
職
員
は
一
九
二
八
年
時

で
二
〇
八
八
万
五
〇
〇
〇
人
、
う
ち
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
に
も
と
づ
く
被

保
険
義
務
者
は
一
五
九
三
万
五
〇
〇
〇
人
で
全
体
の
七
六
％
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
戦
後
一
九
六
〇
年
時
の
八
四
％
に
並
ぶ
数
字
で
あ

る
（
3
）。
両
大
戦
間
期
に
ド
イ
ツ
以
外
で
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
包
括
的

失
業
保
険
の
体
系
は
イ
ギ
リ
ス
に
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。

機
構
内
に
緊
急
給
付
と
い
う
形
態
で
扶
助
原
則
は
残
さ
れ
、
保

険
部
分
に
も
ラ
イ
ヒ
貸
付
と
い
う
事
実
上
の
国
庫
補
助
は
存
在
し

た
が
、
保
険
拠
出
に
国
庫
が
参
加
し
た
同
時
代
の
英
国
の
失
業
保

険
制
度
（
4
）
や
保
険
給
付
に
国
庫
が
参
加
す
る
（
太
平
洋
戦
争
）
戦
後

日
本
の
失
業
保
険
制
度
（
5
）
と
比
較
し
て
、
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
は
保
険
部
分

に
つ
い
て
は
よ
り
保
険
的
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
失
業
に

対
し
て
加
入
強
制
の
当
事
者
（
労
使
）
負
担
で
対
処
す
る
と
い
う

原
則
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
失
業
給
付
の
請
求
と
受
給
は

労
働
者
の
権
利
と
し
て
法
認
さ
れ
た
。
緊
急
給
付
の
存
在
は
、
Ｒ

Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
に
保
険
的
性
格
と
扶
助
的
性
格
の
相
互
補
完
機
能
を
発

揮
さ
せ
る
可
能
性
を
与
え
て
い
る
が
、
拙
稿
で
問
題
と
す
る
の
は

あ
く
ま
で
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
の
保
険
部
分
で
あ
る
。

条
文
上
失
業
保
険
を
現
すA

rbeitslosenunterstüzung

と
い

う
語
は
、
一
般
に
は
保
険
給
付
の
み
な
ら
ず
緊
急
給
付
を
も
含
め

た
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
た
（
6
）
が
、
こ
の
ふ
た
つ
は
財
源
を
異
に
す

る
た
め
（
失
業
保
険
は
労
使
拠
出
、
緊
急
給
付
は
公
的
扶
助
）
区

別
し
て
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
一
九
二
八
、二
九
年
（
保
険

収
支
は
暦
年
）
の
各
種
社
会
保
険
は
全
て
黒
字
を
記
録
し
た
が
、

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

三
五
（
三
八
一
）



二
九
年
に
は
失
業
保
険
が
赤
字
に
転
落
す
る
﹇
表
１
、
２
﹈。

ブ
ラ
ウ
ン
ス
労
働
大
臣
（H

einrich
B

rauns

中
央
党
、
マ
ル

ク
ス
内
閣
）
は
失
業
保
険
導
入
時
に
、
失
業
者
を
一
〇
〇
万
人
と

し
て
一
ヵ
月
の
給
付
額
が
七
〇
〇
〇
万
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
（
Ｒ

Ｍ
）
と
予
測
し
た
（
7
）
。
月
平
均
一
〇
〇
万
人
の
失
業
者
な
ら
ば
、
年

間
で
八
億
四
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
の
保
険
支
出
と
な
り
、
二
八
年
は
こ

の
範
囲
内
に
保
険
支
出
が
納
ま
っ
て
い
る
﹇
表
２
﹈。

先
行
研
究
の
う
ち
、
テ
ィ
ム
は
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
は
保
険
料
率
三
％

で
最
大
八
〇
万
人
の
失
業
保
険
受
給
者
を
見
込
ん
で
い
た
と
す
る
（
8
）
。

戸
原
四
郎
氏
は
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
は
保
険
対
象
失
業
者
を
七
〇
万
人
と

見
込
ん
で
い
た
と
言
う
（
9
）
。
注
意
す
べ
き
数
字
で
あ
る
と
は
思
う
が
、

両
者
と
も
に
史
料
的
根
拠
が
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
一
九
二
九
〜
三
〇
年
（
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
か
ら

ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
）
の
失
業
状
況
﹇
表
３
﹈
は
労
働
省
に
と

っ
て
想
定
外
で
あ
っ
た
。
一
九
二
八
年
で
は
保
険
収
入
が
保
険
支

出
を
上
回
っ
て
い
た
失
業
保
険
財
政
は
、
翌
年
に
は
失
業
保
険
受

給
者
の
急
増
か
ら
逆
調
と
な
り
こ
の
傾
向
が
三
〇
年
も
続
く
﹇
表

４
﹈。
失
業
保
険
財
政
の
急
速
な
悪
化
は
ラ
イ
ヒ
財
政
欠
損
の
大

き
な
要
因
と
な
り
、
そ
れ
が
労
働
組
合
（
被
庸
者
団
体
）
を
支
持

基
盤
と
す
る
社
会
民
主
党
と
、
企
業
家
団
体
（
雇
用
者
団
体
）
を

後
援
者
と
す
る
人
民
党
と
の
対
立
、
両
者
の
調
停
を
軸
と
す
る
政

局
に
結
び
つ
い
て
ゆ
く
。

一
九
二
八
年
の
ド
イ
ツ
経
済
は
前
年
と
同
様
、
産
業
合
理
化
に

伴
う
失
職
者
が
経
済
過
程
に
う
ま
く
再
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
（
10
）
、
好
景
気
の
割
に
は
失
業
者
の
減
少
が
小
幅
だ
っ
た
も
の
の
（
11
）

工
業
諸
分
野
の
生
産
は
堅
調
を
維
持
し
た
（
12
）
。
保
険
料
収
入
は
安
定

的
に
推
移
し
、
業
務
開
始
一
年
目
の
保
険
財
政
は
冬
期
の
欠
損
が

夏
期
の
余
剰
で
埋
め
合
わ
さ
れ
、
ラ
ン
ト
労
働
局
別
で
も
北
東
ド

イ
ツ
地
域
の
ラ
ン
ト
労
働
局
の
欠
損
が
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
、

ザ
ク
セ
ン
、
西
南
ド
イ
ツ
地
域
の
ラ
ン
ト
労
働
局
の
余
剰
で
相
殺

さ
れ
た
。
失
業
保
険
の
導
入
に
よ
っ
て
ラ
イ
ヒ
財
政
の
月
別
失
業

扶
助
経
費
は
、
二
七
年
四
月
の
四
五
七
〇
万
Ｒ
Ｍ
か
ら
二
八
年
一

月
に
は
、
冬
期
失
業
者
増
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
四
三
〇
万
Ｒ
Ｍ
へ

と
急
速
に
減
少
し
た
（
13
）
。
共
通
準
備
財
産
た
る
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
の
緊
急

積
立
金
は
二
七
〜
二
八
年
冬
期
に
一
億
五
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
で
あ
っ

た
が
、
保
険
収
支
の
黒
字
に
よ
っ
て
二
八
年
夏
期
の
間
に
、
あ
ら

た
に
一
億
九
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
が
積
み
立
て
ら
れ
た
（
14
）
。
一
九
二
七
〜
二

八
年
に
、
ド
イ
ツ
の
失
業
給
付
体
制
は
扶
助
体
質
を
脱
却
し
て
社

会
保
険
へ
の
移
行
に
成
功
し
た
。

一
九
二
八
年
の
失
業
率
は
三
月
以
降
一
桁
内
に
と
ど
ま
り
、
こ

の
傾
向
は
一
一
月
ま
で
持
続
し
失
業
保
険
受
給
者
は
夏
期
に
は
一
、

二
月
の
半
数
以
下
と
な
っ
た
。
同
年
の
月
平
均
失
業
保
険
受
給
者

史
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（100万 RM） ［表 1］ 各種社会保険財政 1928�30年 （100万 RM）

資産

疾病保険

721.3
822.6
955.9

労災保険

296.8
314.7
308.8

老齢廃疾保険

1277.6
1582.1
1636.7

職員保険

1000.6
1310.3
1633.3

鉱山労働者年金保険

95.7
176.5
144.2

（出典） Statistiaches Jahrbuch für das Deutsche Reich 1930, S. 417, 1931, S. 397.

収支

93.5
103.1
129.9

18.4
19.2
－5.9

395.9
304.4
54.6

268.3
309.7
323.0

3.6
30.1
－38.3

支出

経費

141.8
151.8
162.3

51.2
55.4
58.4

52.2
55.0
61.9

11.3
12.1
12.9

9.3
9.5
9.6

給付

1892.9
2049.9
1834.1

321.8
349.8
364.8

1070.1
1260.9
1409.4

124.0
168.8
210.7

216.6
220.9
229.5

全体

2051.2
2219.3
2010.0

377.5
410.7
429.2

1126.2
1324.3
1475.4

138.2
186.2
224.8

226.8
231.9
240.4

収入

その他

41.4
54.1
65.0

18.5
23.6
19.0

126.0
143.4
98.3

89.3
123.5
162.6

8.3
13.4
21.3

ライヒ資金

29.0
27.1
21.0

320.3
393.3
445.4

56.3
29.3

掛金

2074.3
2241.2
2053.9

377.4
406.3
404.3

1075.8
1092.0

986.3

317.2
372.4
385.2

222.1
192.3
151.5

全体

2144.7
2322.4
2139.9

395.9
429.9
423.3

1522.1
1628.7
1530.0

406.5
495.9
547.8

230.4
262.0
202.1

被保険者
（100万人）

22.0
22.4
20.3

23.3
23.7
27.2

18.5
18.6
18.0

3.3
3.4
3.1

0.8
0.8
0.54

年

1928
1929
1930

1928
1929
1930

1928
1929
1930

1928
1929
1930

1928
1929
1930

（100万 RM） ［表 2］ 失業保険財政 1928�29年 （100万 RM）

保険収支

104
－223

拠出率は定率 3％
（出典） Reichsarbeitsblatt 1929 Nr. 6, S. 56�57, 1930 Nr. 12, S. 92�93.

保険支出

720
1092

保険料収入

824
869

被保険者

15935
16057

年

1928
1929

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案
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（1000人） ［表 3］ 失業給付状況 1928�30年 （1000人）

1928

12

16.7

1702

127

1929

12

20.1

1775

210

11

9.5

1030

108

11

13.7

1200

187

10

7.3

671

93

10

10.9

889

172

9

6.6

577

87

9

9.6

749

162

8

6.5

574

80

8

8.9

726

157

7

6.3

564

83

7

8.6

710

153

6

6.2

611

114

6

8.5

723

207

5

6.3

629

132

5

9.1

808

203

4

6.9

729

162

4

11.1

1126

199

3

9.2

1011

198

3

16.9

1899

192

2

10.4

1238

215

2

22.3

2461

161

1

11.2

1333

215

1

19.4

2288

145

年

月

失業率（％）

失業保険受給者

緊急給付受給者

年

月

失業率（％）

失業保険受給者

緊急給付受給者

（1000 RM） ［表 4］ 失業保険財政 1930年 1�7月 （1000 RM）

保険収支

－88111
－95746
－160647
－88531
－61011
－42297
－39272

拠出率は暫定 3.5％
（出典） Reichsarbeitablatt 1931 Nr. 6., S. 72.

保険支出

166200
166757
175316
154127
141430
118131
122066

保険料

77999
71011
79465
73595
80419
75834
82794

年月

1930年 1月
2
3
4
5
6
7

1930

7

2765

20.5

1498

403

6

2641

19.6

1469

366

5

2635

19.3

1551

338

4

2787

20.3

1763

318

3

3041

21.7

2053

294

2

3366

23.5

2379

277

1

3218

22.0

2233

250

月

失業者

失業率（％）

失業保険受給者

緊急給付受給者

年

失業率は労働組合員失業率
（出典） Der Arbeitsmarkt im Deutschen Reich, in : Reichsarbeitsblatt 1928 Nr. 28, 1929 Nr. 16, 1930 Nr. 7.

Statistische Beilage zum Reichsarbeitsblatt in : Ebenda 1931 Nr. 4

史
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が
八
八
万
九
〇
〇
〇
人
、
月
平
均
失
業
率
は
八
・
六
％
で
あ
る
こ

と
﹇
表
３
﹈
か
ら
、
こ
の
程
度
の
失
業
規
模
で
あ
れ
ば
、
収
支
相

等
原
則
は
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
に
お
い
て
妥
当
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二

七
年
一
〇
月
の
業
務
開
始
以
来
二
八
年
一
杯
ま
で
は
、
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ

Ｖ
の
業
務
報
告
書
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
は
期
待
さ

れ
た
就
業
助
成
と
保
険
原
則
に
従
う
失
業
給
付
機
能
を
発
揮
で
き

た
と
言
え
よ
う
（
15
）
。

政
界
に
目
を
転
ず
れ
ば
一
九
二
八
年
六
月
二
八
日
に
、
社
会
民

主
党
、
中
央
党
、
民
主
党
、
人
民
党
な
ど
が
与
党
会
派
を
構
成
す

る
ヘ
ル
マ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー
大
連
合
内
閣
が
誕
生
し
た
。
好
景
気
と

失
業
保
険
財
政
の
安
定
期
に
成
立
し
た
こ
の
政
府
は
、
翌
年
に
は

失
業
保
険
財
政
再
建
（
失
業
保
険
危
機
）
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
ず
（
16
）
、
そ
の
こ
と
が
閣
僚
が
所
属
政
党
に
拘
束
を
受
け
な
い

「
人
格
内
閣
」
と
し
て
成
立
し
た
こ
の
内
閣
を
総
辞
職
に
導
く
こ

と
に
な
る
（
17
）
。

同
年
春
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
準
備
銀
行
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

株
式
市
場
の
過
熱
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
手
持
証
券
の
売
り
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
連
銀
再
割
引
率
を
引
き
上
げ

信
用
引
締
に
か
か
っ
た
が
、
こ
の
措
置
が
金
利
の
急
騰
を
呼
ん
だ
。

こ
の
た
め
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
資

金
と
西
欧
諸
国
の
資
金
は
、
高
金
利
に
牽
か
れ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
流
れ
た
。
こ
の
動
き
に
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
は
、
ド

イ
ツ
の
貨
幣
市
場
（
短
期
金
融
市
場
）
で
あ
っ
た
。
合
衆
国
で
発

行
さ
れ
る
ド
イ
ツ
公
債
は
夏
過
ぎ
か
ら
減
少
し
続
け
、
二
八
年
下

半
期
に
は
上
半
期
の
三
八
％
に
低
落
し
た
（
18
）
。
ド
ー
ズ
公
債
導
入
以

降
国
際
短
期
資
金
の
移
動
に
敏
感
な
構
造
を
も
つ
ド
イ
ツ
経
済
は
、

同
年
末
か
ら
景
気
が
冷
え
始
め
失
業
者
が
増
大
し
た
（
19
）
。

失
業
率
は
一
九
二
八
年
一
二
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
連
続
五
ヵ

月
二
桁
が
続
き
、
二
月
に
は
二
〇
％
を
上
回
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い

二
九
年
一
、二
月
の
失
業
保
険
受
給
者
は
二
〇
〇
万
人
を
大
幅
に

超
え
た
﹇
表
３
﹈。
こ
の
結
果
、
二
九
年
一
月
を
も
っ
て
Ｒ
Ａ
Ｖ

Ａ
Ｖ
は
緊
急
積
立
金
（
共
通
準
備
財
産
）
を
消
費
し
尽
く
し
、
Ａ

Ｖ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｇ
第
一
六
三
条
で
ラ
イ
ヒ
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
Ｒ
Ａ
Ｖ

Ａ
Ｖ
へ
の
貸
付
（R

eichsdarlehen

）
は
、
三
月
ま
で
に
一
億
九

六
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
に
及
ん
だ
（
20
）
。
冬
期
の
失
業
増
大
が
「
季
節
変
動
の

枠
内
」
で
あ
っ
た
一
九
二
七
〜
二
八
年
と
は
異
な
る
状
況
が
現
出

し
た
の
で
あ
る
（
21
）
。
前
年
度
会
計
の
歳
入
欠
損
を
抱
え
、
さ
ら
に
税

収
増
を
見
込
め
な
い
ま
ま
、
新
年
度
予
算
で
借
入
調
達
の
拡
大
を

迫
ら
れ
て
い
る
ラ
イ
ヒ
政
府
に
と
っ
て
、
失
業
保
険
財
政
悪
化
は

悩
ま
し
い
問
題
だ
っ
た
。

失
業
保
険
制
度
に
も
と
も
と
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
企
業
家
団

体
は
、
速
く
も
一
九
二
八
年
八
月
二
二
日
、
ド
イ
ツ
雇
用
者
連
盟

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

三
九
（
三
八
五
）



総
連
合
、
ド
イ
ツ
工
業
全
国
連
盟
、
ド
イ
ツ
商
工
会
議
所
の
連
名

で
、
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
の
規
定
に
従
う
な
ら
ば
労
働
市
場
の
現
状
か
ら

み
て
、
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
の
無
利
子
貸
付
は
「
容
易

な
ら
ざ
る
規
模
」
に
到
る
と
し
て
、
労
働
大
臣
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
（
社

会
民
主
党

ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
）
に
失
業
保
険
財
政
改
善
へ
の
取
組

を
要
請
し
て
い
た
（
22
）
。
一
〇
月
に
発
生
し
終
結
ま
で
に
二
ヵ
月
以
上

を
要
し
た
ル
ー
ル
鉄
鋼
争
議
も
ま
た
、
失
業
給
付
を
め
ぐ
る
労
使

対
立
を
鋭
い
も
の
に
し
た
（
23
）
。

一
九
二
九
年
初
頭
、
ド
イ
ツ
商
工
会
議
所
は
ラ
イ
ヒ
首
相
に
対

し
て
、
失
業
問
題
の
状
況
は
整
理
恐
慌
時
よ
り
も
悪
く
好
転
の
見

通
が
暗
い
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
一
九
二
五
・

二
六
年
時
は
一
時
的
な
景
気
後
退
が
問
題
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は

景
気
と
並
ん
で
「
ド
イ
ツ
経
済
の
構
造
的
適
応
困
難
」
が
失
業
原

因
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
商
工
会
議
所

は
資
本
形
成
を
妨
げ
る
よ
う
な
増
税
に
反
対
す
る
と
声
明
し
た
（
24
）
。

二
月
七
日
、
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
総
裁
シ
ャ
ハ
ト
（H

jahlm
ar

Schacht

）
は
、
英
米
の
資
金
が
ド
イ
ツ
か
ら
流
出
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
工
業
は
全
分
野
で
生
産
後
退
の
局
面
に
入
っ
た

と
政
府
に
報
告
し
た
（
25
）
。
失
業
者
増
大
に
も
拘
ら
ず
賠
償
支
払
の
た

め
に
均
衡
財
政
が
求
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
失
業
保
険
財
政
改
善
の

手
段
は
ふ
た
つ
し
か
な
か
っ
た
。
保
険
料
を
据
え
置
き
給
付
額
を

削
減
す
る
か
、
保
険
料
を
引
き
上
げ
給
付
額
を
維
持
す
る
か
で
あ

る
。
前
者
は
給
付
請
求
権
を
支
持
す
る
労
働
組
合
と
社
会
民
主
党

が
拒
否
し
、
後
者
は
生
活
必
要
額
支
給
を
主
張
す
る
企
業
家
団
体

と
人
民
党
が
反
対
の
立
場
を
堅
持
し
て
い
た
（
26
）
。

一
方
、
一
九
二
七
・
二
八
〜
二
九
年
に
鉱
工
業
生
産
は
全
般
的

に
停
滞
傾
向
に
あ
り
、
ド
イ
ツ
経
済
は
世
界
恐
慌
（G

reat
D

e-

pression

）
に
先
ん
じ
て
、
漸
く
縮
小
傾
向
を
示
し
始
め
て
い
た
（
27
）
。

註（
１
）
職
業
紹
介
失
業
保
険
法
の
条
規
はG

esetz
über

A
rbeitsver-

m
ittlung

und
A

rbeitslosenversicherung.
V

om
16.

7.
1927,

in
:R

eichsgesetzblatt

（zit.
R

G
B

l

）1927
T

eil
I,

S
.

187

�220.

を
参
照
。
失
業
保
険
制
度
の
成
立
に
関
し
て
は
以
下
の
文
献
を
参

照
。Ludw

ig
Preller,

Sozialpolitik
in

der
W

eim
arer

R
epublik,

D
üsseldorf

1949,
V

olker
H

entschel,
“D

as
System

der
soz-

ialen
Sicherung

in
historischer

Sicht
1880

bis
1975”,

in
:

A
rchiv

für
Sozialgeschichte,

B
d.

18
1978,

Peter
Lew

ek,
A

r-
beitslosigkeit

und
A

rbeitslosenversicherung
in

der
W

eim
arer

R
epublik

1918

�1927
,

Stuttgart
1992,

N
aoki

Fukuzaw
a

,
Staatliche

A
rbeitslosenunterstüzung

in
der

W
eim

arer
R

epub-
lik

E
ntstehung

der
A

rbeitslosenversicherung,
Frankfurt/M

.
1995.

（
２
）

Preller,a.
a.

O
.,S.375.

プ
レ
ラ
ー
は
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
設
立
時

の
労
働
局
の
数
を
三
六
三
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
依
拠
す
る
研
究

史

学

第
八
六
巻

第
四
号

四
〇
（
三
八
六
）



者
も
多
い
が
、
ベ
ル
リ
ン
所
在
の
連
邦
文
書
館
（B

undesar-
chiv

）一
次
史
料
に
よ
れ
ば
三
六
一
で
あ
る（Findbuch

R
eichsan-

stalt
für

A
rbeitsverm

ittlung
und

A
rbeitslosenversicherung

B
d.3,in

:B
undesarchiv

﹇zit.B
A

﹈B
erlin-Lfd.,R

3903

）。

（
３
）

H
einz

Lam
pert,

“
Problem

e
der

K
onjunkturstabilis-

ierung
durch

die
A

rbeitslosenversicherung”,
in

:F
inanzar-

chiv
B

d.22
H

.2,1963,S.252.

シ
ュ
タ
チ
ュ
ー
ラ
は
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
が
カ
バ
ー
す
る
勤
労
者
数
を

約
一
七
〇
〇
万
人
、
想
定
失
業
者
数
を
年
平
均
八
〇
万
人
と
し
て

い
る
（Peter

D
.Stachura,“Introduction

:T
he

D
evelopm

ent
of

U
nem

ploym
ent

in
M

odern
G

erm
an

H
istory

”
,

in
:

Stachura

（ed.

）,U
nem

ploym
ent

and
the

G
reat

D
epression

in
W

eim
ar

G
erm

any,London
1986,pp.11

�12.

）。
し
か
し
史
料

的
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
４
）
原
田
聖
治
『
両
大
戦
間
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
の
研
究
』
関
西
大
学

出
版
部

一
九
九
五
年
、
一
六
〇
頁
以
下
。

（
５
）
労
働
省
職
業
安
定
局
失
業
保
険
課
編
『
失
業
保
険
十
年
史
』
一

九
六
〇
年
、
一
三
一
頁
。

（
６
）

B
eilage

zum
R

eichsarbeitsanzeiger
N

r.
11

vom
13.

12.
1927,in

:B
A

B
erlin-Lfd,R

3903/62.

（
７
）

K
abinettssitzung

vom
11.11.1926,in

:A
kten

der
R

eich-
skanzlei

W
eim

arer
R

epublik.
D

as
K

abinett
M

arx
III

und
IV

B
d.1,S.328.

（
８
）

T
im

m
,

a.
a.

O
.,S.24.

（
９
）
戸
原
四
郎
「
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
体
制
と
失
業
問
題
」
東
京
大
学
社

会
科
学
研
究
所
編
『
基
本
的
人
権
３
歴
史
Ⅱ
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
六
八
年
、
二
四
一
頁
。

（
１０
）
有
澤
廣
巳
『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
物
語
（
上
）』
東
京
大
学
出

版
会

一
九
九
四
年
、
三
九
四
〜
三
九
七
頁
。

（
１１
）

T
im

m
,a.

a.
O

.,S.72

�76.

（
１２
）

Statistisches
R

eichsam
t,

Statistisches
Jahrbuch

für
das

D
eutsche

R
eich

Jg.1930,V
.G

ew
erbe

（B

）Industrielle
Pro-

duktion,S.106

�138.

（
１３
）

Statistisches
Jahrbuch

für
das

D
eutsche

R
eich

Jg.
1928,

S.522.

（
１４
）

Preller,a.
a.

O
.,S.422.

（
１５
）

E
rster

B
erichte

der
R

A
V

A
V

,in
:R

eichsarbeitsblatt
1929

N
r.6,S.57.

（
１６
）

T
im

m
,

a.
a.

O
.,S.79

�82.

（
１７
）

W
erner

C
onze,a.

a.
O

.,S.54,Preller,a.
a.

O
.,

S.
424.

（
１８
）
ア
メ
リ
カ
連
邦
準
備
銀
行
は
フ
ェ
デ
ラ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
（
Ｆ

Ｆ
）
レ
ー
ト
を
一
九
二
七
年
末
の
三
・
五
％
か
ら
二
八
年
夏
の
五
％

ま
で
段
階
的
に
引
き
上
げ
、
一
九
二
九
年
夏
に
は
六
％
に
引
き
上

げ
た
（
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ｍ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
、
地
主
敏
樹
、
重

富
公
生
、
佐
々
木
豊
訳
『
経
済
成
長
と
モ
ラ
ル
』
東
洋
経
済
新
報

社

二
〇
一
一
年
、
二
〇
二
頁
）。
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
で
発
行
さ

れ
る
ド
イ
ツ
債
券
は
、
二
八
年
上
半
期
の
二
億
五
〇
万
ド
ル
か
ら

下
半
期
に
は
七
六
六
〇
万
ド
ル
に
急
落
し
、
二
九
年
に
は
一
年
で

二
九
五
〇
万
ド
ル
に
ま
で
低
下
し
た
（D

ietm
ar

Petzina,D
ie

deutsche
W

irtschaft
in

der
Zw

ischenkriegszeit,
W

iesbaden
1977,S.97

�98.

）。
同
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
投
下
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ

資
本
も
ま
た
一
七
億
ド
ル
か
ら
一
〇
億
ド
ル
に
減
少
し
て
い
た

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

四
一
（
三
八
七
）



（
Ⅱ
）
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
の
歳
入
補
填
案

一
九
二
九
年
を
通
し
て
増
加
し
て
い
っ
た
失
業
保
険
財
政
の
赤

字
は
、
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
に
対
す
る
国
庫
貸
付
を
増
大
さ
せ
、
歳
入
不

足
に
悩
む
ラ
イ
ヒ
財
政
を
い
っ
そ
う
圧
迫
す
る
と
と
も
に
、
労
使

に
よ
る
集
団
的
自
助
を
基
本
と
す
べ
き
失
業
保
険
制
度
の
原
則
を

動
揺
さ
せ
た
。
年
末
に
ラ
イ
ヒ
政
府
の
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
に
対
す
る
貸

付
額
は
三
億
四
二
〇
〇
万
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
（
Ｒ
Ｍ
）
に
達
し
、

二
九
（
ラ
イ
ヒ
会
計
）
年
度
末
に
償
還
不
可
能
の
み
な
ら
ず
、
新

た
な
貸
付
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
っ
た
（
1
）
。
こ
れ
以
上
の

貸
付
が
ラ
イ
ヒ
財
政
上
困
難
と
あ
れ
ば
、
保
険
制
度
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
給
付
水
準
を
変
更
せ
ず
に
保
険
料
を
値
上
げ
す
る
か
、

保
険
料
を
据
え
置
い
て
給
付
額
を
切
り
下
げ
る
か
、
ど
ち
ら
か
し

か
な
か
っ
た
。

前
者
は
人
民
党
が
反
対
、
後
者
は
社
民
党
が
拒
否
し
て
い
た
。

両
党
の
姿
勢
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
団
体
で
あ
る
ド
イ
ツ
工
業
全

（Patricia
C

lavin
,

T
he

G
reat

D
epression

in
E

urope
1929

�

1939
,N

ew
Y

ork,2000,pp.86

�87.

）。

（
１９
）

D
ietm

ar
R

otherm
und,

T
he

G
lobal

Im
pact

of
the

G
reat

D
epression

1929

�1939
,

London
/

N
ew

Y
ork

1996,
p

.
67,

C
lavin,op.

cit.,pp.89

�92.

加
藤
栄
一
『
ワ
イ
マ
ル
体
制
の
経
済

構
造
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
七
三
年
、
一
七
五
頁
。

（
２０
）

Ilse
M

auer
,

R
eichsfinanzen

und
G

roße
K

oalition
,

Frankfurt/M
.1973,S.81,Preller,a.

a.
O

.,S.422.

（
２１
）

D
ie

V
erschrechtung

des
A

rbeitsm
arktes

bis
M

itte
Januar

1928,in
:B

A
B

erlin-Lfd.,R
3901/20633.

（
２２
）

V
ereinigung

der
D

eutschen
A

rbeitgeberverbände
,

R
eichsverband

der
D

eutschen
Industrie

,
D

eutsche
Industrie-

und
H

andelstag
an

den
R

eichsarbeitsm
inister

vom
22.

8.
1928,

in
:A

kten
der

R
eichskanzlei

W
eim

arer
R

e-
publik.

D
as

K
abinett

M
üller

II
B

d.1,S.66
�68.

（
２３
）

T
im

m
,

a.
a.

O
.,

S.
97

�104,
Preller,

a.
a.

O
.,

S.
400

�

405.

（
２４
）

D
er

D
eutscher

Industrie-
und

H
andelstag

an
den

R
eichskanzler

vom
10.

1.
1929,

in
:D

as
K

abinett
M

üller
II

B
d.1,S.341,S.351.

（
２５
）

B
erichtdes

Reichsbankpräsidenten
an

die
Reichsregierung

über
die

Lage
der

R
eichsbank

und
über

Fragen
der

Finanz-
und

W
ährungspolitik

vom
7.

2.
1929,

in
:

D
as

K
abinett

M
üller

II
B

d.1,S.416

�427.

（
２６
）

T
im

m
,a.

a.
O

.,S.127

�129,M
auer,a.

a.
O

.,
S.

83

�84,
W

eissbrot,
a

.
a

.
O

.,
S

.
203

�204,
H

entschel,
“Zur

W
irtschaftspolitik

der
R

egierungen
B

rüning
und

Papen
”,

in
:C

.
M

üller,
I.

Staff

（hrsg
.

）,D
er

Soziale
R

echtsstaat,
B

aden
B

aden
1984,S.322.

（
２７
）

Statistisches
Jahrbuch

für
das

D
eutsche

R
eich

Jg
.

1930,
S.106

�138.
史

学

第
八
六
巻

第
四
号

四
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（
三
八
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国
連
盟
（R

eichsverband
der

D
eutschen

Industrie

）
と
ド

イ
ツ
労
働
組
合
総
同
盟
（A

llgem
eine

D
eutscher

G
ew

erk-

schaftsbund

）
の
意
向
が
働
い
て
い
た
だ
け
に
、
対
立
の
根
は

深
か
っ
た
。
一
九
二
九
年
一
二
月
に
作
成
さ
れ
た
覚
書
の
中
で
、

工
業
全
国
連
盟
は
不
況
脱
出
の
鍵
と
な
る
資
本
形
成
の
促
進
を
は

か
る
た
め
に
減
税
、
抑
制
的
社
会
政
策
、
失
業
保
険
財
政
の
均
衡

を
要
請
し
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
労
働
組
合
総
同
盟
は
、
資
本
形
成

の
増
加
を
図
る
た
め
に
も
現
行
社
会
政
策
、
社
会
保
険
制
度
の
維

持
を
主
張
し
た
（
2
）
。

同
年
一
二
月
九
日
、
失
業
保
険
料
の
〇
・
五
％
引
上
を
含
む
一

四
項
目
の
財
政
緊
急
綱
領
が
閣
議
で
了
承
さ
れ
た
（
3
）
。
二
二
日
に
財

務
大
臣
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ン
グ
（R

udolf
H

ilferding

社
会
民
主

党
）
が
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
総
裁
シ
ャ
ハ
ト
と
の
確
執
か
ら
辞
職
し

て
、
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
交
替
し
た
が
失
業
保
険
料
引
上
策
は

継
続
さ
れ
、
二
七
日
に
は
失
業
保
険
拠
出
金
ノ
期
限
付
引
上
ニ
関

ス
ル
法
律
（
4
）
が
公
布
さ
れ
た
。
同
法
に
よ
っ
て
翌
年
一
月
か
ら
暫
定

的
に
半
年
の
間
、
拠
出
率
（
労
使
折
半
）
が
賃
銀
の
三
・
〇
％
か

ら
三
・
五
％
に
値
上
げ
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
ヤ
ン
グ
計
画
受
入
を

控
え
て
連
立
政
権
を
守
る
た
め
の
政
治
的
妥
協
で
あ
り
、
年
明
け

と
と
も
に
三
〇
年
度
予
算
案
の
策
定
に
関
連
し
て
、
ミ
ュ
ラ
ー
内

閣
は
本
格
的
な
失
業
保
険
制
度
の
改
革
（
失
業
保
険
財
政
の
再

建
）
と
、
小
さ
か
ら
ざ
る
欠
損
が
予
想
さ
れ
る
歳
入
の
補
填
案
を
、

最
大
の
赤
字
費
目
が
失
業
保
険
で
あ
る
ゆ
え
に
、
セ
ッ
ト
で
作
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
二
九
年
中
に
ド
イ
ツ
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
外
国
資
金
の
殆

ん
ど
は
短
期
資
金
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
経
済
が
短
資
に
依
存
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
賠
償
支
払
の
た
め
に
均
衡
を
要
請
さ
れ
る
ラ
イ
ヒ

財
政
は
窮
屈
に
な
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
長
期
資
金
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
株
式
市
場
に
還
流
し
て
い
る
状
態
で
、
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク

は
短
資
借
入
以
外
に
選
択
肢
が
な
か
っ
た
（
5
）
。
し
た
が
っ
て
、
財
務

大
臣
が
示
し
得
る
歳
入
補
填
案
は
、
入
る
を
図
っ
て
出
づ
る
を
制

す
、
増
税
と
歳
出
の
削
減
の
略
ふ
た
つ
で
あ
る
。

財
務
大
臣
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
一
九
三
〇
年
二
月
三
日
、
内

閣
官
房
長
官
に
失
業
保
険
財
政
再
建
と
歳
入
補
填
原
案
を
示
し
た
（
6
）
。

新
年
度
に
予
想
さ
れ
る
ラ
イ
ヒ
歳
入
欠
損
は
約
七
億
Ｒ
Ｍ
と
見
積

も
ら
れ
、
こ
の
う
ち
最
大
の
費
目
が
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
第
一
六
三
条
に

よ
っ
て
法
定
さ
れ
た
失
業
保
険
へ
の
ラ
イ
ヒ
貸
付
二
億
五
〇
〇
〇

万
Ｒ
Ｍ
で
あ
っ
た
。
財
務
大
臣
は
職
員
保
険
と
ラ
ン
ト
保
険
庁
か

ら
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
へ
の
資
金
転
用
で
補
填
す
る
計
画
を
、
社
民
党
の

労
働
大
臣
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
は
保
険
料
率
を
四
％
に
引
き
上
げ
て
Ｒ
Ａ

Ｖ
Ａ
Ｖ
の
歳
入
増
を
は
か
り
、
そ
れ
で
も
不
足
す
る
分
は
国
庫
か

ら
資
金
調
達
し
て
補
填
す
る
計
画
を
立
案
し
た
。
財
務
相
案
は
失

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

四
三
（
三
八
九
）



業
保
険
よ
り
財
政
状
態
の
良
好
な
他
の
社
会
保
険
か
ら
の
資
金
転

用
で
失
業
保
険
財
政
を
均
衡
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
労
働
相

案
は
保
険
料
の
引
上
と
ラ
イ
ヒ
貸
付
で
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
体
制
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
残
る
四
億
五
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ

の
う
ち
八
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
は
歳
出
を
節
約
し
て
相
殺
し
、
三
億
七

〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
は
以
下
の
よ
う
な
増
税
で
調
達
す
る
考
え
で
あ
っ

た
。
麦
酒
税
値
上
で
一
億
八
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
葡
萄
酒
税
値
上
で

三
八
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
工
業
用
ア
ル
コ
ー
ル
専
売
積
立
金
廃
止
で
二

〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
諸
税
の
納
付
期
限
短
縮
で
八
二
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、

珈
琲
紅
茶
関
税
の
値
上
で
四
三
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
こ
れ
で
合
わ
せ
て

三
億
六
三
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
の
歳
入
増
加
と
な
る
。

﹇
表
１
﹈
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
八
〜
三
〇
年
ま
で
は
失
業
保
険

を
除
く
ほ
ぼ
全
て
の
社
会
保
険
が
、
安
定
的
に
収
入
超
過
（
黒

字
）
で
あ
り
相
当
の
資
産
を
蓄
積
し
て
い
た
。
中
で
も
余
裕
を
も

っ
て
い
た
の
は
、
老
齢
廃
疾
保
険
と
職
員
保
険
で
あ
る
。
二
九
年

末
で
前
者
が
一
五
億
八
二
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
後
者
は
一
三
億
一
〇
〇

〇
万
Ｒ
Ｍ
の
資
産
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
失
業
保
険
は

二
九
年
に
二
億
二
三
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
の
支
出
超
過
を
計
上
し
た
﹇
表

１
、
２
﹈。
景
気
の
動
向
か
ら
し
て
失
業
者
の
減
少
、
す
な
わ
ち

失
業
保
険
受
給
者
の
減
少
が
見
込
め
な
い
か
ら
に
は
、
ラ
イ
ヒ
財

政
に
負
担
を
か
け
ず
に
、
且
つ
給
付
水
準
を
維
持
し
な
が
ら
失
業

保
険
赤
字
を
償
う
に
は
、
他
の
社
会
保
険
か
ら
資
金
を
転
用
す
る

か
、
労
使
拠
出
率
の
引
上
し
か
な
い
。

保
険
事
故
の
性
質
の
相
違
か
ら
し
て
、
疾
病
保
険
や
労
災
保
険

か
ら
の
資
金
転
用
は
困
難
で
あ
る
。
社
会
保
険
財
務
中
で
最
も
余

裕
が
あ
る
の
は
職
員
保
険
で
あ
る
た
め
（
7
）
、
財
務
大
臣
の
判
断
の
通

り
他
の
社
会
保
険
資
金
か
ら
失
業
保
険
へ
転
用
す
る
と
す
れ
ば
、

職
員
保
険
が
最
適
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
資
金
転
用
は
「
全
社
会

保
険
の
危
険
共
同
体（G

efahrengem
einschaft

aller
Sozialver-

sicherungen

）」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
保
守
党
（
国
家
人
民

党
）
の
み
な
ら
ず
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
党
（
人
民
党
、
民
主
党
）
も
反

対
し
た
（
8
）
。
そ
し
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
拠
出
率
の
引
上
に
は
失
業

保
険
財
政
の
改
善
が
政
治
日
程
に
登
っ
て
以
来
人
民
党
が
拒
否
し

て
い
た
。
翻
っ
て
賠
償
支
払
の
た
め
に
均
衡
財
政
を
要
請
さ
れ
る

国
庫
は
、
一
九
二
八
（
会
計
）
年
度
に
一
二
億
三
七
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ

の
、
二
九
（
会
計
）
年
度
に
は
歳
出
削
減
に
も
拘
わ
ら
ず
六
億
七

五
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
の
歳
入
欠
損
を
記
録
し
た
（
9
）
﹇
表
５
﹈。
ラ
イ
ヒ
財

政
を
均
衡
さ
せ
る
た
め
に
も
、
失
業
保
険
制
度
が
保
険
収
支
相
当

原
則
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
。

一
九
三
〇
年
二
月
五
日
の
閣
議
で
、
首
相
は
財
務
大
臣
の
歳
入

補
填
案
を
閣
僚
に
開
示
し
、
ヤ
ン
グ
案
関
連
諸
法
案
採
択
前
に
政

史
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府
の
財
政
計
画
策
定
を
期
待
し
、
そ
の
た
め
に
七
日
に
連
立
与
党

代
表
者
会
議
を
開
く
こ
と
を
言
明
し
た
（
10
）
。
七
日
の
会
議
で
、
モ
ル

デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
以
下
の
様
な
歳
入
補
填
案
と
失
業
保
険
財
政
再

建
計
画
を
与
党
代
表
に
告
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
新
年
度
に
予
想
さ

れ
る
歳
入
欠
損
七
億
Ｒ
Ｍ
の
う
ち
失
業
保
険
赤
字
二
億
五
〇
〇
〇

万
Ｒ
Ｍ
を
ラ
イ
ヒ
一
般
会
計
か
ら
は
ず
す
。
残
る
四
億
五
〇
〇
〇

万
Ｒ
Ｍ
を
前
述
し
た
様
に
経
費
節
減
と
増
税
で
賄
う
。
失
業
保
険

赤
字
に
つ
い
て
は
、（
Ａ
案
）
拠
出
率
を
四
％
に
引
き
上
げ
、
そ

れ
で
も
足
り
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
八
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
は
ラ
イ
ヒ
特

別
会
計
か
ら
貸
し
付
け
る
（
労
相
）
か
、（
Ｂ
案
）
職
員
保
険
と

ラ
ン
ト
保
険
庁
の
資
金
を
転
用
す
る
（
財
務
相
）。
増
税
に
つ
い

て
は
、（
Ａ
案
）
売
上
税
の
〇
・
二
五
％
値
上
と
麦
酒
税
の
必
要
税

額
達
成
規
模
の
引
上
か
、（
Ｂ
案
）
麦
酒
税
、
葡
萄
酒
税
、
珈
琲

紅
茶
関
税
の
値
上
を
お
こ
な
う
。

一
九
三
〇
年
二
月
三
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
示
さ
れ
た
歳
入
補

填
案
に
は
、
財
界
が
希
望
す
る
企
業
減
税
は
織
り
込
ま
れ
な
か
っ

た
。
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
財
界
の
利
益
を
直
ち
に
代
弁
す
る
財

務
大
臣
で
は
な
か
っ
た
。

ミ
ュ
ラ
ー
首
相
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
①
レ
ン
テ
ン
バ
ン
ク
債
権

償
還
率
引
下
、
②
工
業
債
務
負
担
の
満
額
継
続
、
③
相
続
税
の
値

上
、
④
全
給
与
稼
得
者
の
失
業
保
険
加
入
、
⑤
臨
時
困
窮
献
金

（100万 RM） ［表 5］ ドイツの経済指標 1927�1930年 （100万 RM）

1930

8626.3
7555.0
6634.0
－1071.3

2092.0
9926.0

62280.0
81935.0
10530.3
11384.6

1879.0

（出典） Albrecht Ritschl, Deutschlands Krise und Konjunktur 1924�1934 , Berlin 2002, Tabelleから筆者作成

1929

8041.9
7366.4
6740.7
－675.5
2670.0

10227.0
65207.0
88448.0
11202.9
12172.7
1964.0

1928

8375.1
7138.0
6568.3
－1237.1

2658.0
8846.0

65856.0
88486.0

9934.9
11685.8

2159.0

1927

7153.9
7597.7
6356.8

443.8
2690.0
8800.0

61334.0
82821.0

8834.1
11788.1

1712.0

ライヒ歳出
ライヒ歳入
内ライヒ税収
ライヒ収支
公共投資
公共消費
民間消費
国内総生産
輸出
輸入
賠償振替

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

四
五
（
三
九
一
）



（N
otopfer

）
実
施
の
五
つ
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
各
党
代
表
は
具
体
的
な
検
討
を
回
避
し
、
翌
週
に

財
務
大
臣
の
も
と
に
各
党
財
政
専
門
家
を
集
め
て
協
議
す
る
こ
と

に
し
た
（
11
）
。
こ
の
う
ち
、
他
の
黒
字
社
会
保
険
会
計
か
ら
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ

Ｖ
に
貸
付
を
お
こ
な
う
と
い
う
財
務
大
臣
プ
ラ
ン
は
、
社
会
保
険

の
一
元
化
を
主
張
す
る
社
民
党
が
支
持
し
て
い
た
（
12
）
。
財
務
省
内
で

黒
字
社
会
保
険
に
よ
る
失
業
保
険
赤
字
補
填
措
置
を
推
進
し
よ
う

と
し
た
の
は
、
社
民
党
系
官
僚
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
保
守
系
の

み
な
ら
ず
自
由
主
義
系
の
職
員
層
団
体
も
反
発
し
、
モ
ル
デ
ン
ハ

ウ
ア
ー
は
同
案
を
断
念
し
た
（
13
）
。

協
議
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
二
月
一
三
日
の
閣
議
に
お
け
る
モ
ル

デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
財
務
相
主
催
の
与
党
財
政
専

門
家
会
議
は
、
ラ
イ
ヒ
予
算
を
失
業
保
険
赤
字
補
填
か
ら
解
放
す

る
こ
と
を
中
心
に
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
結
論
を
得
る
に
到
ら
な
か

っ
た
（
14
）
。
二
月
一
七
日
の
閣
議
で
は
、
財
務
大
臣
は
失
業
保
険
家
族

手
当
に
対
す
る
三
〇
年
度
予
算
の
ラ
イ
ヒ
貸
付
を
五
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
に

限
定
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
労
働
大
臣
は
こ
れ
を
二
九
〇
〇

万
Ｒ
Ｍ
と
見
積
も
っ
て
譲
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
財
務
相
は
価
値

創
造
的
失
業
扶
助
（W

ertschaffende
E

rw
elbslosenfürsoege

）

事
業
を
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
か
ら
分
離
し
て
新
し
い
機
関
で
実
施
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
が
、
労
相
は
新
組
織
が
曖
昧
で
あ
る
と
し
て
こ
れ

に
反
対
し
た
（
15
）
。
こ
う
し
て
、
新
年
度
歳
入
補
填
を
め
ぐ
る
閣
内
、

連
立
与
党
内
の
対
立
は
次
第
に
失
業
保
険
財
政
再
建
問
題
に
収
斂

し
て
い
っ
た
。

同
時
期
、
地
方
か
ら
も
失
業
保
険
財
政
の
再
建
と
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ

の
自
治
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
（
16
）
。「
社
会
扶
助
の
憂
慮

は
全
て
の
市
町
村
の
悩
み
の
種
（
17
）
」
で
も
あ
っ
た
。
市
町
村
レ
ベ
ル

で
は
公
的
扶
助
の
負
担
に
耐
え
る
こ
と
が
困
難
で
、
そ
れ
ゆ
え
彼

ら
は
、
年
金
生
活
者
の
扶
助
か
ら
の
除
外
と
社
会
保
険
方
式
で
の

失
業
給
付
事
業
再
建
を
希
望
し
て
い
た
。
市
町
村
の
い
う
Ｒ
Ａ
Ｖ

Ａ
Ｖ
の
自
治
（Selbstverw

altung

）
と
は
、
失
業
保
険
収
支
の

均
衡
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
（
18
）
。
二
月
二
七
日
の
閣
議
で
、
モ
ル
デ

ン
ハ
ウ
ア
ー
は
改
め
て
次
の
よ
う
な
失
業
保
険
制
度
改
革
案
を
示

し
た
。
一
九
三
〇
年
度
予
算
に
お
け
る
ラ
イ
ヒ
か
ら
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ

へ
の
貸
付
額
を
一
億
五
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
に
限
定
し
、
予
想
さ
れ
る

失
業
保
険
赤
字
二
億
五
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
の
う
ち
残
る
一
億
Ｒ
Ｍ
に

つ
い
て
、
以
下
の
三
案
の
ど
れ
か
で
補
填
す
る
。
①
労
使
拠
出
率

を
四
％
に
引
き
上
げ
る
。
②
困
窮
献
金
を
も
ち
い
る
。
③
労
使
拠

出
率
を
〇
・
二
五
％
引
き
上
げ
て
（
定
率
三
・
七
五
％
と
し
て
）
七

〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
を
捻
出
し
、
そ
れ
で
も
不
足
す
る
三
〇
〇
〇
万
Ｒ

Ｍ
は
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
の
節
約
か
ラ
イ
ヒ
か
ら
の
補
助
で
賄
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
は
ラ
イ
ヒ
の
失
業
保
険
財
政
へ

史
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の
貸
付
義
務
（D

arlehenpflicht

）
を
動
揺
さ
せ
る
と
し
て
貸
付

額
限
定
に
反
対
し
、
困
窮
献
金
に
は
社
民
、
中
央
、
バ
イ
エ
ル
ン

人
民
の
各
閣
僚
が
賛
成
、
人
民
党
、
民
主
党
閣
僚
が
反
対
で
あ
っ

た
（
19
）。
首
相
は
財
務
相
と
と
も
に
、
予
算
関
連
法
案
を
め
ぐ
っ
て
不

一
致
に
陥
っ
た
閣
僚
を
懸
命
に
周
旋
し
た
。
彼
ら
の
払
っ
た
努
力

は
、
三
月
五
日
、
閣
議
承
認
八
法
案
と
な
っ
て
結
実
し
た
（
20
）
。
三
月

五
日
の
閣
議
に
提
出
さ
れ
た
一
九
三
〇
年
度
予
算
の
補
填
に
関
連

す
る
八
法
案
と
は
、
麦
酒
税
変
更
法
案
、
関
税
変
更
法
案
、
煙
草

税
砂
糖
税
変
更
法
案
、
炭
酸
水
税
変
更
法
案
、
ラ
ン
ト
・
市
町
村

ノ
財
政
均
衡
ノ
経
過
規
定
ニ
関
ス
ル
法
案
、
一
九
三
〇
、三
一
年

度
ノ
歳
入
割
当
ニ
関
ス
ル
法
案
、
所
得
税
減
税
法
案
、
財
政
改
革

準
備
法
案
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
所
得
税
減
税
を
お
こ
な
う
一
方
、

麦
酒
税
の
七
五
％
引
上
、
炭
酸
水
へ
の
課
税
、
煙
草
税
砂
糖
税
の

納
入
時
期
繰
上
、
工
業
債
務
積
立
金
（R

eservefond
der

Indus-

triebelastung

）
の
取
崩
に
よ
る
歳
入
増
加
を
は
か
る
も
の
で
あ

っ
た
。
失
業
保
険
に
つ
い
て
は
赤
字
予
想
額
二
億
五
〇
〇
〇
万
Ｒ

Ｍ
中
一
億
五
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
を
、
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
第
一
六
三
条
に
従

っ
て
ラ
イ
ヒ
か
ら
の
貸
付
に
よ
っ
て
補
填
し
、
残
る
一
億
Ｒ
Ｍ
の

う
ち
五
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
は
工
業
債
務
積
立
金
取
崩
分
か
ら
の
転
用

で
、
五
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
を
拠
出
率
の
〇
・
二
五
％
さ
も
な
け
れ
ば

〇
・
五
％
引
上
（
定
率
三
・
七
五
％
あ
る
い
は
四
％
）
に
よ
っ
て
補

填
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
工
業
債
権
の
換
金
は
一
九
三
〇
年

八
月
に
二
億
八
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
三
一
年
二
月
に
七
〇
〇
〇
万
Ｒ

Ｍ
と
前
後
二
期
に
分
け
て
お
こ
な
う
こ
と
と
さ
れ
た
（
21
）
。

こ
れ
ら
の
財
政
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
、
一
九
三
一
年
度
歳

出
は
三
〇
年
度
の
そ
れ
を
上
回
ら
な
い
こ
と
、
三
一
年
度
歳
出
は

六
億
Ｒ
Ｍ
削
減
し
て
、
こ
れ
を
減
税
に
充
当
さ
せ
る
こ
と
、
失
業

保
険
の
収
支
均
衡
を
達
成
す
る
こ
と
、
三
一
年
四
月
か
ら
始
め
る

所
得
税
減
税
に
つ
い
て
い
ま
立
法
化
の
措
置
を
と
る
こ
と
、
以
上

四
点
が
前
提
と
な
る
と
い
う
認
識
が
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
か
ら
示

さ
れ
た
（
22
）
。
彼
は
社
会
民
主
党
が
提
案
し
て
い
た
、
公
務
員
と
職
員

の
給
与
か
ら
一
回
限
り
で
一
〜
三
％
を
徴
収
す
る
困
窮
献
金
を
退

け
（
23
）、
ラ
イ
ヒ
か
ら
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
へ
の
貸
付
額
に
上
限
を
定
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
人
民
党
の
主
張
を
、
ラ
イ
ヒ
貸
付
義
務
と
保
険
料
の

値
上
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
民
党
（
労
相
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
）
の

主
張
を
、
抱
き
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
一
九
三
一
年
度
の
減

税
を
約
束
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
〇
年
度
の
増
税
を
実
施
し
よ

う
と
し
た
。
財
務
大
臣
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
苦
心
の
妥
協
案
は
、

波
瀾
の
要
素
を
残
し
つ
つ
も
と
に
か
く
閣
議
に
お
い
て
了
承
さ
れ

た
（
24
）。
よ
っ
て
、
こ
れ
以
後
、
失
業
保
険
財
政
再
建
計
画
を
含
む
こ

れ
ら
の
ラ
イ
ヒ
歳
入
補
填
案
を
ラ
イ
ヒ
政
府
原
案
と
呼
ぶ
。

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

四
七
（
三
九
三
）



註（
１
）

Ludw
ig

Preller,
a.

a.
O

.,
S.

424,
T

im
m

,
a

.
a

.
O

.,
S

.
150.

（
２
）

“A
ufstieg

oder
N

iedergang?”
in

:V
eröffentlichungen

des
R

eichsverbandes
der

D
eutschen

Industrie,
N

r.
49

1929,
S

.
10

�13,
“W

irtschaftslage
K

apitalbildung
Finanzen

”
D

enk-
schrift

des
A

llgem
einen

D
eutschen

G
ew

erkschaftsbundes
,

B
erlin

1930,S.22.
中
村
幹
雄
「
ヘ
ル
マ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー
大
連
合

内
閣
の
崩
壊
に
つ
い
て
」
日
本
西
洋
史
学
会
編
『
西
洋
史
学
』
第

三
四
号

一
九
五
七
年
、
一
三
〜
一
四
頁
。
大
島
通
義
「
大
恐
慌

初
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
財
政
過
程
」
慶
應
大
学
『
経
済
学
年

報
』
第
一
二
号

一
九
六
九
年
、
三
四
八
〜
三
五
一
頁
。
平
島
健

司
『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
崩
壊
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
九

一
年
、
一
三
八
〜
一
四
一
頁
。
栗
原

前
掲
書

二
八
五
頁
。

社
会
保
険
負
担
と
賃
銀
は
個
別
企
業
に
お
い
て
は
（
ミ
ク
ロ
に

お
い
て
は
）
コ
ス
ト
要
因
で
あ
る
が
、
市
場
に
お
い
て
は
（
マ
ク

ロ
に
お
い
て
は
）
社
会
保
険
給
付
と
賃
銀
は
需
用
の
構
成
要
素
で

あ
る
。
一
般
論
と
し
て
は
、
社
会
保
険
負
担
と
賃
銀
の
上
昇
・
削

減
と
資
本
形
成
の
増
加
・
低
下
の
因
果
関
係
は
交
差
す
る
こ
と
が

あ
り
得
る
。
社
会
保
険
負
担
と
賃
銀
の
引
下
が
、
生
産
コ
ス
ト
を

下
げ
て
販
路
拡
張
に
つ
な
が
り
、
利
益
率
の
上
昇
を
も
た
ら
す
可

能
性
も
あ
る
が
、
社
会
保
険
負
担
と
賃
銀
の
引
上
が
、
購
買
力
を

増
加
さ
せ
需
要
を
刺
激
し
て
利
益
率
を
上
昇
さ
せ
る
可
能
性
も
あ

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
工
業
全
国
連
盟
と
ド
イ
ツ
労
働
組

合
総
同
盟
の
異
な
る
主
張
は
、
各
々
ど
ち
ら
に
も
一
理
あ
る
と
言

え
よ
う
。

ま
た
、
賠
償
支
払
に
関
す
る
ヤ
ン
グ
案
受
入
の
た
め
に
、
ラ
イ

ヒ
財
政
を
均
衡
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
民
党
も

人
民
党
も
諒
解
し
て
い
た
（W

olfgang
J.H

elbich,D
ie

R
epara-

tionen
in

der
Ä

ra
B

rüning,B
erlin

1962,S.30

�31.

）。

（
３
）

M
inisterbesprechung

vom
9.

12.
1929,

in
:

A
kten

der
R

eichskanzlei
W

eim
arer

R
epublik.

D
as

K
abinett

M
üller

II
B

d.2,S.1238

�1244.

（
４
）

G
esetz

über
eine

befristete
E

rhöhung
des

B
eitrags

in
der

A
rbeitslosenversicherung.V

om
27.12.1929,

in
:R

G
B

l
1929

T
eilI

S.244.

（
５
）

C
lavin,op.

cit.,pp.93

�95.

（
６
）

D
er

R
eichsm

inister
der

Finanzen
an

den
Staatssek-

retär
in

der
R

eichskanzlei
3.

2.
1930,

in
:

D
as

K
abinett

M
üller

II
B

d.2,S.1422

�1426.

（
７
）

B
eitragseinnahm

en
und

R
entenleistungen

in
der

A
ng-

estelltenversicherunngen
.

M
onatsübersichten

1929,
30,

in
:

B
A

B
erlin-Lfd

.
R

3901
/

20597.,
V

erm
ögeslage

der
R

eichsversicherungsanstalt
für

A
ngestellte

.
M

onatsüber-
sichten

1929,30,in
:B

A
B

erlin-Lfd,R
3901/20599.

（
８
）

V
on

G
ilsa

an
R

eusch
11.

2.
1930,

in
:

Politik
und

W
irtscaft

in
der

K
rise

1930

�1932
Q

uellen
zur

Ä
ra

B
rüning,

D
üsseldorf

1980,D
ok.N

r.17,S.49.
（
９
）

H
arold

Jam
es,T

he
G

erm
an

Slum
p,

O
xford

1986,
p.

52.
（
１０
）

K
abinettssitzung

vom
5.

2.
1930,

in
:

D
as

K
abinett

M
üller

II
B

d.2,S.1432.

（
１１
）

Parteiführerbesprechung
vom

7.2.1930,
in

:D
as

K
abi-

史

学

第
八
六
巻

第
四
号

四
八
（
三
九
四
）



（
Ⅲ
）
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
調
停
案

史
料
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ミ
ュ
ラ
ー
首
相
と
モ

ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
財
務
相
に
は
、
歳
入
補
填
案
中
最
も
コ
ン
ト
ラ

ヴ
ァ
ー
シ
ャ
ル
な
失
業
保
険
制
度
改
革
を
補
填
八
法
案
の
中
で
相

対
化
し
よ
う
と
い
う
腹
合
わ
せ
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
ラ
イ
ヒ

政
府
原
案
の
閣
議
了
承
を
受
け
て
一
九
三
〇
年
三
月
八
、九
、一
一

日
に
閣
僚
を
含
め
て
連
立
与
党
代
表
者
の
協
議
が
進
ん
だ
（
1
）
。

そ
の
結
果
、
①
麦
酒
税
の
増
税
は
ラ
イ
ヒ
税
と
し
て
は
断
念
す

る
こ
と
、
②
確
定
利
子
付
債
権
に
伴
う
資
本
収
益
税
を
廃
止
す
る

こ
と
、
③
ガ
ソ
リ
ン
・
ベ
ン
ゾ
ー
ル
税
六
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
は
ラ
イ

nett
M

üller
II

B
d.2,S.1436

�1443.
（
１２
）

Preller,
a.

a.
O

.,
S.

459

�461,
T

im
m

,
a.

a.
O

.,
S.

168

�

169.
（
１３
）
大
嶽
卓
弘
「
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
と
職
員
層
」
慶
應
大
学

『
史
学
』
第
五
七
巻
二
号

一
九
八
七
年
、
一
四
一
頁
、
一
五
五
頁
。

（
１４
）

K
abinettssitzung

vom
13.

2.
1930,

in
:

D
as

K
abinett

M
üller

II
B

d.2,S.1456

�1457.

（
１５
）

M
inisterbesprechung

vom
17.

2.
1930,

in
:D

as
K

abi-
nett

M
üller

II
B

d.2,S.1467

�1468.

モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
こ
の
構
想
が
ド
イ
ツ
公
共
事
業
会
社

（D
eutscher

G
esellschaft

für
Ö

ffentliche
A

rbeiten
A

G

）
の

設
立
に
繋
が
り
（V

erordnung
des

R
eichspräsident

zur
B

ehe-
bung

finanzieller
w

irtschaftlicher
und

sozialer
N

otstände.
V

om
26.

7.
1930,

in
:R

G
B

l
Jg.

1930
T

eil
I

S.
316

�317.

）、

同
社
は
ナ
チ
ス
政
権
下
の
ラ
イ
ヒ
雇
用
創
出
事
業
に
お
い
て
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
雇
用
創
出

政
策
（
上
）」
慶
應
大
学
『
史
学
』
第
五
七
巻
一
号

一
九
八
七
年

を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

（
１６
）

V
ereinigung

der
Fürsorgeverbände

der
Provinz

W
est-

fahlen,H
agen

9.2.1930,in
:B

A
B

erlin-Lfd,R
36/1537.

（
１７
）

V
ereinigung

der
Fersorgeverbände

der
Provinz

W
est-

falen,H
agen

19.2.1930,in
:B

A
B

erlin-Lfd.R
36/1537.

（
１８
）

D
er

Präsident
der

D
eutschen

Städtetages
an

H
erren

R
eichsm

inister
der

Finanzen
,

H
erren

R
eichsarbeitsm

inis-
ter,

H
erren

R
eichsw

irtschaftsm
inister,

B
erlin

15.
2.

1930,

in
:B

A
B

erlin-Lfd.R
36/1537.

（
１９
）

M
inisterbesprechung

vom
27.

2.
1930,

in
:D

as
K

abi-
nett

M
üller

II
B

d.2,S.1507

�1508.

（
２０
）
平
島

前
掲
書

一
五
六
頁
。

（
２１
）

D
er

R
eichsm

inister
der

Finanzen
an

Staatssekretär
Pünder

5.
3.

1930,
in

:D
as

K
abinette

M
üller

II
B

d
.

2,
S

.
1532.

（
２２
）

E
benda

,S.1533.

（
２３
）

T
im

m
,a.

a.
O

.,S.169.

（
２４
）

M
inisterbesprechung

vom
5.

3.
1930,

in
:D

as
K

abinett
M

üller
II

B
d.2,S.1535.

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

四
九
（
三
九
五
）



ヒ
四
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
ラ
ン
ト
二
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
と
配
分
す
る
こ

と
、
④
炭
酸
水
税
は
全
額
ラ
イ
ヒ
の
歳
入
と
す
る
が
、
四
〇
〇
〇

万
Ｒ
Ｍ
を
こ
え
た
税
収
が
あ
れ
ば
ラ
ン
ト
に
配
分
す
る
こ
と
、
⑤

シ
ャ
ン
パ
ン
税
の
増
税
で
三
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
の
増
収
を
図
る
こ
と
、

⑥
売
上
税
を
〇
・
七
五
％
か
ら
〇
・
八
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
、
⑦

輸
入
品
に
も
売
上
税
を
課
す
る
こ
と
、
⑧
一
九
三
一
年
度
の
減
税

総
額
は
少
な
く
と
も
六
億
Ｒ
Ｍ
と
し
て
、
三
億
六
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ

を
所
得
税
減
税
、
二
億
四
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
を
他
の
減
税
分
に
あ
て

る
こ
と
、
を
も
っ
て
連
立
各
党
間
の
妥
協
点
と
し
た
（
2
）
。

し
か
し
人
民
党
は
工
業
債
務
積
立
金
の
取
崩
に
反
対
姿
勢
を
変

え
ず
、
社
民
党
も
ま
た
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
貸
付
額
の

上
限
設
定
を
認
め
ず
、
失
業
保
険
財
政
の
再
建
に
関
し
て
は
一
致

点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
三
月
二
二
、二
三
日
に
マ

ン
ハ
イ
ム
で
お
こ
な
わ
れ
た
人
民
党
大
会
で
は
社
会
民
主
党
に
対

す
る
反
発
が
表
面
化
し
、
閣
内
に
い
る
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
ク

ル
テ
ィ
ウ
ス
（Julius

C
urtius

）
は
ミ
ュ
ラ
ー
首
相
に
人
民
党
が

連
立
離
脱
を
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
弁
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
（
3
）
。
三
月
二
五
日
の
連
立
与
党
代
表
者
会
議
で
は
、

失
業
保
険
財
政
再
建
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
政
府
修
正
案
が

示
さ
れ
た
。
拠
出
率
は
三
・
七
五
％
あ
る
い
は
四
％
に
引
き
上
げ
、

失
業
保
険
財
政
へ
の
ラ
イ
ヒ
貸
付
義
務
（D

arlehenpflicht

）
を

解
除
し
て
毎
年
定
額
の
補
助
金
（R

eichszuschuß

）
方
式
に
改

め
て
、
一
九
三
〇
年
度
補
助
金
は
一
億
五
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
に
限
定

す
る
。
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
の
収
支
が
均
衡
す
る
よ
う
に
努
め
、
そ
の
た

め
に
同
庁
理
事
会
に
給
付
額
の
増
減
、
拠
出
率
の
変
更
を
お
こ
な

う
権
限
を
与
え
る
。
そ
し
て
こ
の
決
定
は
、
理
事
会
に
お
い
て
自

治
体
代
表
の
了
承
が
な
く
と
も
労
使
代
表
の
多
数
決
で
決
定
で
き

る
。こ

れ
と
は
別
に
、
拠
出
率
変
更
は
立
法
措
置
を
必
要
と
し
、
拠

出
率
は
三
・
七
五
％
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
修
正
案
が
民
主
党
マ

イ
ア
ー
議
員
（R

einhord
M

eyer

）
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
。

政
府
修
正
案
は
マ
イ
ア
ー
修
正
案
と
も
に
社
民
、
人
民
両
党
に
よ

っ
て
拒
否
さ
れ
、
こ
の
日
の
協
議
で
も
結
論
が
で
な
か
っ
た
（
4
）
。
失

業
保
険
財
政
を
め
ぐ
る
対
立
の
鋭
さ
は
、
ミ
ュ
ラ
ー
と
モ
ル
デ
ン

ハ
ウ
ア
ー
の
思
案
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歳
入
補
填
案
一
般
の
中
で

相
対
化
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
三
月
二
六
日
の
連
立
与
党
代
表
者
会
議
に
お
い
て
、
中
央
党
、

民
主
党
、
バ
イ
エ
ル
ン
人
民
党
が
政
府
修
正
案
を
支
持
し
た
が
、

社
会
民
主
党
は
保
険
料
率
の
〇
・
五
％
値
上
と
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
第
一

六
三
条
（
失
業
保
険
財
政
へ
の
ラ
イ
ヒ
貸
付
義
務
）
の
堅
持
を
、

人
民
党
は
拠
出
率
三
・
五
％
を
維
持
す
る
こ
と
と
、
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ

へ
の
ラ
イ
ヒ
貸
付
を
定
額
の
国
庫
補
助
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
て

史
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譲
歩
し
な
か
っ
た
（
5
）
。
こ
の
頃
、
諸
政
党
間
の
話
合
が
難
航
す
る
に

つ
れ
て
、
大
統
領
の
存
在
感
が
相
対
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
。

「
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
内
閣
」「
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
政
府
」
の
樹
立
が
、

政
財
界
で
期
待
ま
じ
り
で
交
わ
さ
れ
て
い
た
（
6
）
。
同
じ
頃
、
一
九
三

〇
年
一
〜
三
月
に
失
業
者
は
三
〇
〇
万
人
を
、
失
業
率
は
二
〇
％

を
、
失
業
保
険
受
給
者
は
二
〇
〇
万
人
を
上
回
り
﹇
表
３
﹈、
拠

出
率
が
一
月
か
ら
暫
定
〇
・
五
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
保
険
収
支
は
大
幅
な
支
出
超
過
を
記
録
し
た
﹇
表
４
﹈。

二
七
日
の
午
前
中
こ
の
膠
着
状
態
を
打
開
す
る
た
め
に
、
中
央

党
の
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
（H

einrich
B

rüning

）
は
ミ
ュ
ラ
ー
首

相
の
同
意
を
得
て
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
調
停
案
を
各
党
に
提
示

し
た
。
①
失
業
保
険
財
政
赤
字
に
対
し
て
ラ
イ
ヒ
は
補
助
金
で
助

成
す
る
。
②
拠
出
率
を
三
・
五
％
に
据
え
置
き
一
九
三
〇
年
の
国

庫
補
助
を
一
億
五
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
に
限
定
す
る
。
③
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ

は
失
業
保
険
財
政
均
衡
に
努
力
す
る
。
④
労
働
市
場
の
悪
化
に
よ

り
①
〜
③
の
措
置
を
ほ
ど
こ
し
て
も
な
お
失
業
保
険
財
政
が
赤
字

で
あ
れ
ば
、
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
第
一
六
三
条
に
従
い
ラ
イ
ヒ
が
資
金
を

Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
に
貸
し
付
け
る
か
、
あ
る
い
は
法
改
正
に
よ
っ
て
保

険
料
を
引
き
上
げ
る
（
7
）
。

こ
れ
は
失
業
保
険
財
政
再
建
を
先
送
り
し
て
、
取
り
敢
え
ず
連

立
政
権
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
本
格
的
な
制
度
改
革
案
で

は
な
か
っ
た
が
、
ラ
イ
ヒ
の
対
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
貸
付
を
条
件
つ
き
で

存
続
さ
せ
る
こ
と
で
も
っ
て
社
会
民
主
党
の
、（
失
業
保
険
）
料

率
を
据
え
置
き
ラ
イ
ヒ
貸
付
を
制
限
す
る
こ
と
で
人
民
党
の
、
そ

れ
ぞ
れ
妥
協
を
引
き
出
し
得
る
と
期
待
さ
れ
た
。
三
月
二
七
日
一

二
時
か
ら
開
か
れ
た
閣
議
で
首
相
は
、
諸
党
と
協
議
に
入
る
財
政

問
題
を
以
下
の
三
点
に
整
理
し
た
。
①
失
業
保
険
の
安
定
、
②
歳

費
節
約
、
③
一
九
三
〇
年
度
予
算
案
の
た
め
の
歳
入
補
填
案
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
、
諸
党
の
立
場
が
固
ま
る
の
を
受
け
て
同
日
一
七

時
か
ら
閣
議
を
お
こ
な
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
（
8
）
。

中
央
党
、
民
主
党
は
た
だ
ち
に
失
業
保
険
財
政
再
建
に
関
す
る

ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
調
停
案
（
以
下
、
調
停
案
）
と
政
府
の
財
政
計

画
（
前
記
②
③
）
に
賛
成
し
、
人
民
党
は
代
議
士
会
で
決
を
と
り

九
票
差
で
調
停
案
と
財
政
計
画
を
受
け
入
れ
（
9
）
、
バ
イ
エ
ル
ン
人
民

党
は
麦
酒
税
の
値
上
に
反
対
し
て
調
停
案
、
財
政
計
画
を
拒
否
し

た
（
10
）。
同
日
、
同
じ
様
に
国
会
内
で
代
議
士
会
を
開
い
た
社
会
民
主

党
は
、
財
政
計
画
は
受
諾
し
た
も
の
の
、
失
業
保
険
制
度
改
革
に

つ
い
て
は
ラ
イ
ヒ
政
府
原
案
を
支
持
し
て
（
料
率
三
・
七
五
％
と

ラ
イ
ヒ
貸
付
義
務
の
維
持
）
調
停
案
を
拒
否
し
た
（
11
）
。
三
月
二
七
日

一
七
時
か
ら
開
か
れ
た
閣
議
で
、
ミ
ュ
ラ
ー
首
相
は
、
前
述
し
た

連
立
各
党
の
最
終
的
態
度
を
閣
僚
に
諮
っ
た
上
で
、
①
全
閣
僚
が

閣
内
に
留
ま
る
な
ら
ば
、
政
府
は
歳
入
補
填
ラ
イ
ヒ
政
府
原
案
を

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

五
一
（
三
九
七
）



税
制
委
員
会
で
審
議
継
続
と
し
、
こ
れ
で
結
論
を
得
ら
れ
な
い
と

き
に
は
、
憲
法
第
四
八
条
の
大
統
領
緊
急
命
令
を
発
動
し
て
失
業

保
険
制
度
改
革
を
含
む
ラ
イ
ヒ
政
府
原
案
を
発
効
さ
せ
る
。
②
さ

も
な
け
れ
ば
内
閣
は
総
辞
職
す
る
し
か
な
い
、
と
ふ
た
つ
の
選
択

肢
を
示
し
た
（
12
）
。

こ
れ
で
社
民
党
は
妥
協
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
度
は
料
率
引

上
と
ラ
イ
ヒ
貸
付
義
務
に
反
対
す
る
人
民
党
が
も
た
な
い
。
い
っ

た
ん
休
憩
し
た
あ
と
、
一
九
時
に
再
開
さ
れ
た
閣
議
で
、
モ
ル
デ

ン
ハ
ウ
ア
ー
は
人
民
党
が
首
相
の
①
案
を
支
持
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
閣
僚
の
多
数
が
歳
入
補
填
案
継
続
審
議
に
賛
成
す
る
な
ら
ば
、

自
身
は
閣
僚
ポ
ス
ト
を
去
る
し
か
な
い
と
述
べ
た
。
首
相
は
内
閣

総
辞
職
の
意
向
を
告
げ
て
閣
僚
の
同
意
を
得
た
。
ミ
ュ
ラ
ー
は
全

大
臣
に
こ
れ
ま
で
の
協
力
を
謝
し
、
閣
僚
は
首
相
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
金
銭
法
案
に
は
中
立
を
守
っ
た
国
防
大
臣
グ
レ
ー
ナ
ー

（W
ilhelm

G
roener

）
が
、
首
相
が
国
防
軍
に
対
し
て
示
し
た

好
意
に
謝
辞
を
述
べ
た
の
を
潮
に
、
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
最
後
の
閣
議

は
散
会
し
た
（
13
）
。
社
民
党
か
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
右
派
の
人
民
党
ま
で
を

擁
し
た
、
ワ
イ
マ
ー
ル
大
連
合
内
閣
の
呆
気
な
い
幕
切
で
あ
っ
た
。

失
業
保
険
制
度
改
革
・
歳
入
補
填
を
め
ぐ
る
閣
内
と
連
立
与
党

内
の
対
立
調
整
過
程
の
最
終
段
階
で
、
人
民
党
は
妥
協
し
社
民
党

は
調
停
案
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
政
治
史
の
表
面

だ
け
を
み
れ
ば
、
大
連
合
内
閣
崩
壊
の
第
一
の
原
因
は
社
民
党
議

員
団
、
と
く
に
左
派
と
こ
れ
を
支
持
し
た
労
組
出
身
議
員
の
頑
な

態
度
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
内
閣
首
班
が
社

民
党
で
し
か
も
同
党
は
国
会
第
一
党
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
余
計
に

そ
の
責
任
を
問
わ
れ
る
。
し
か
し
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
調
停
案
に
い

た
る
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
人
民
党
も
ま
た
相
当
に
強
い

自
己
主
張
を
通
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
社
民
党
が
〇
・

二
五
％
の
保
険
料
引
上
を
実
現
す
る
こ
と
に
固
執
し
た
と
し
て
批

判
さ
れ
る
な
ら
ば
、
人
民
党
は
〇
・
二
五
％
の
引
上
を
認
め
な
い

こ
と
に
固
執
し
た
と
し
て
批
判
さ
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
労
働
組
合
総
同
盟
を
背
景
と
し
て
「
党
と
政
府
は
二
体

だ
が
党
と
組
合
は
一
体
で
あ
る
（
14
）
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
る
組

織
内
議
員
は
、
教
条
的
左
派
と
と
も
に
首
相
に
と
っ
て
御
し
が
た

い
存
在
で
あ
っ
た
が
、
工
業
家
団
体
を
バ
ッ
ク
に
も
つ
（
15
）
人
民
党
議

員
の
多
数
も
、
大
連
立
の
解
消
に
吝
か
で
は
な
か
っ
た
（
16
）
。
彼
ら
は

「
社
民
党
抜
き
で
、
お
そ
ら
く
は
社
民
党
と
の
闘
争
に
お
い
て
、

財
政
困
難
と
経
済
困
難
の
解
決
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
考

え
て
い
た
（
17
）
。
一
方
、
社
会
民
主
党
左
派
は
人
民
党
と
の
緊
張
関
係

の
他
に
、
支
持
基
盤
が
重
な
り
選
挙
の
た
び
に
激
し
い
反
社
民
ア

ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
す
ラ
イ
バ
ル
政
党
ド
イ
ツ
共
産
党
の
手

前
も
あ
り
、
余
計
に
妥
協
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

史

学

第
八
六
巻

第
四
号

五
二
（
三
九
八
）



れ
る
。

社
会
民
主
党
に
と
っ
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
失
業
給
付
水
準

を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
彼
ら
が
保
険
料
の
引
上
を
主
張

す
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
第
一
六
三
条
に
よ
る
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ

へ
の
ラ
イ
ヒ
貸
付
を
守
ろ
う
と
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
反

実
仮
定
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
も
し
も
料
率
が
据
え
置
か
れ
て
も

保
険
給
付
額
が
削
減
さ
れ
な
い
と
い
う
確
約
が
あ
れ
ば
（
そ
れ
は

ラ
イ
ヒ
貸
付
義
務
の
維
持
で
あ
る
）、
彼
ら
は
調
停
案
を
受
け
入

れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
条
件
が
ク
リ
ア
さ
れ
て
な
お
社
民
党
が

〇
・
二
五
％
の
拠
出
率
引
上
に
こ
だ
わ
っ
た
の
な
ら
ば
、
同
党
を

大
連
合
内
閣
瓦
解
の
第
一
責
任
者
と
考
え
る
こ
と
に
私
も
異
論
は

な
い
。
失
業
保
険
赤
字
補
填
義
務
に
基
づ
き
事
実
上
無
制
約
の

R
eichsdarlehern

と
、
毎
年
度
予
算
に
お
い
て
定
額
決
定
さ
れ

るR
eichszuschuß

と
で
は
、
助
成
方
法
と
し
て
大
き
な
違
い
が

あ
っ
た
。
ラ
イ
ヒ
貸
付
と
い
っ
て
も
、
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
に
よ
れ
ば
Ｒ

Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
が
ラ
イ
ヒ
に
返
済
義
務
を
負
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

人
民
党
は
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案
の
富
裕
層
へ
の
負

担
増
に
は
反
対
し
、
企
業
家
に
有
利
な
減
税
を
主
張
し
た
。
彼
ら

の
主
張
は
補
填
案
か
ら
失
業
保
険
財
政
補
助
に
充
当
さ
せ
る
た
め

の
ラ
イ
ヒ
財
源
を
削
減
す
る
こ
と
に
外
な
ら
ず
、
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン

グ
の
調
停
案
は
保
険
料
は
据
え
置
き
、
そ
の
引
上
に
は
法
改
正
を

要
し
、
ラ
イ
ヒ
貸
付
に
は
制
限
を
設
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

賠
償
支
払
ド
ー
ズ
案
受
入
の
た
め
に
均
衡
財
政
が
要
請
さ
れ
る

と
い
う
状
況
に
面
し
て
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た
二
四
年
銀
行
法
に

従
っ
て
、
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
が
賠
償
振
替
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
）

を
支
持
す
る
義
務
を
負
う
と
と
も
に
、
部
分
的
に
も
せ
よ
国
際
管

理
下
に
置
か
れ
、
中
央
銀
行
再
割
引
率
限
度
が
定
め
ら
れ
、
さ
ら

に
公
開
市
場
操
作
機
能
を
事
実
上
封
じ
ら
れ
、
ま
た
厳
格
な
発
券

規
定
と
相
俟
っ
て
大
規
模
な
中
央
銀
行
信
用
の
創
造
を
な
し
得
な

い
（
18
）と
い
う
ス
キ
ー
ム
の
も
と
で
は
、
一
連
の
失
業
保
険
財
政
再

建
・
歳
入
補
填
計
画
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
失
業
給
付
水
準
の
切

下
あ
る
い
は
困
窮
度
審
査
の
導
入
と
い
う
選
択
肢
が
浮
上
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
労
働
市
場
の
状
態
が
最
悪
の
時
期
（
冬
期
）

に
、
失
業
保
険
は
一
月
に
八
八
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
二
月
に
九
六
〇
〇

万
Ｒ
Ｍ
の
赤
字
を
記
録
し
た
﹇
表
４
﹈。
夏
期
に
失
業
者
が
減
少

す
る
と
し
て
も
、
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
補
助
金
は
、
拠

出
率
ア
ッ
プ
が
な
け
れ
ば
調
停
案
の
国
庫
補
助
額
一
億
五
〇
〇
〇

万
Ｒ
Ｍ
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

現
に
こ
の
あ
と
失
業
者
が
減
少
期
に
入
る
六
月
に
な
っ
て
も
、

失
業
保
険
受
給
者
は
一
五
〇
万
人
で
あ
っ
た
。
労
働
省
は
拠
出
率

三
・
五
％
で
同
年
の
失
業
保
険
財
政
欠
損
と
し
て
四
億
四
三
〇
〇

万
Ｒ
Ｍ
と
予
想
す
る
こ
と
に
な
る
（
19
）
。
ま
た
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

五
三
（
三
九
九
）



扶
助
組
合
連
合
は
、
二
月
に
一
九
三
〇
会
計
年
度
末
に
は
、
Ｒ
Ａ

Ｖ
Ａ
Ｖ
の
累
積
負
債
は
一
〇
億
Ｒ
Ｍ
に
ま
で
達
す
る
と
い
う
厳
し

い
観
測
を
提
示
し
た
（
20
）
。
一
九
三
〇
年
六
月
初
め
の
段
階
で
、
Ｒ
Ａ

Ｖ
Ａ
Ｖ
の
ラ
イ
ヒ
に
対
す
る
負
債
が
六
億
二
二
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
に
昇

っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
一
〇
億
Ｒ
Ｍ
と
い
う
予
想
は
大
袈
裟
な
も

の
で
は
な
い
（
21
）
。

一
九
二
九
年
春
以
来
、
人
民
党
は
国
庫
に
依
存
し
な
い
失
業
保

険
財
政
再
建
を
強
調
し
、
企
業
家
団
体
は
季
節
的
失
業
者
を
失
業

保
険
制
度
か
ら
除
外
す
る
こ
と
、
お
よ
び
部
分
的
困
窮
度
審
査
の

導
入
を
主
張
し
て
い
た
（
22
）
。
し
か
も
前
述
し
た
よ
う
に
年
末
に
は
ド

イ
ツ
工
業
全
国
連
盟
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
政
府
の
社
会
政
策
全
般
の

見
直
を
要
請
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
こ
で
妥
協

す
る
こ
と
は
失
業
保
険
だ
け
の
問
題
に
止
ま
ら
な
い
可
能
性
を
有

し
て
い
た
。
実
際
二
〇
年
代
後
半
に
は
、
労
働
時
間
、
労
働
協
約

制
度
を
め
ぐ
っ
て
企
業
家
側
の
攻
勢
が
目
立
っ
て
き
て
い
て
（
23
）
、
前

回
の
不
況
時
（
整
理
恐
慌
）
に
も
雇
用
者
連
盟
が
政
府
の
社
会
給

付
の
有
り
方
を
批
判
し
て
い
た
（
24
）
。

一
九
二
〇
年
代
に
失
業
給
付
と
並
ん
で
、
職
業
紹
介
、
失
業
対

策
事
業
、
労
働
紛
争
調
停
な
ど
労
働
市
場
政
策
を
通
し
て
労
働
市

場
に
お
け
る
ラ
イ
ヒ
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で

労
使
関
係
を
企
業
家
側
の
不
利
に
傾
け
る
部
分
（
例
え
ば
労
働
協

約
拘
束
力
宣
言
）
に
対
す
る
企
業
家
団
体
の
反
発
が
増
大
し
た
。

ド
イ
ツ
工
業
全
国
連
盟
は
不
況
に
面
し
て
組
織
を
強
化
し
て
政
治

に
対
す
る
圧
力
を
強
め
る
傾
向
に
あ
り
（
25
）
、
さ
ら
に
全
国
農
業
同
盟

は
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
農
業
界
へ
の
支
援
と
東
部
救

済
を
要
求
す
る
一
方
で
、
保
険
料
の
引
上
と
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
へ
の
ラ

イ
ヒ
貸
付
増
加
を
伴
わ
な
い
失
業
保
険
財
政
の
再
建
を
主
張
し
た
（
26
）
。

伊
集
院
立
氏
は
、
一
九
三
〇
年
三
月
危
機
の
性
格
を
「
資
本
家

側
に
と
っ
て
は
資
本
蓄
積
が
益
々
困
難
に
な
る
危
機
で
あ
り
、
労

働
側
に
と
っ
て
は
労
働
基
本
権
剥
奪
の
危
機
で
あ
っ
て
、
危
機
の

性
格
は
二
重
で
あ
っ
た
（
27
）
」
と
結
論
し
た
。「
資
本
蓄
積
」
と
い
う

用
語
を
資
本
形
成
の
発
生
過
程
と
い
う
意
味
で
理
解
す
れ
ば
、
前

年
以
来
の
景
気
後
退
に
面
し
て
、
そ
れ
が
厳
し
い
状
態
に
あ
っ
た

こ
と
、
そ
の
こ
と
に
企
業
家
団
体
が
危
機
感
を
も
っ
て
い
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
（
28
）
。
労
働
基
本
権
剥
奪
の
危
機
に
つ
い
て
は
、
そ
の

よ
う
な
危
機
が
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
政
の
こ
の
段
階
で
現
実
に
存
在

し
た
ど
う
か
は
、
小
論
で
は
結
論
を
控
え
る
。
た
だ
労
働
組
合
と

社
民
党
と
く
に
そ
の
左
派
に
、
そ
の
よ
う
な
危
機
感
が
あ
っ
た
こ

と
、
ま
た
そ
の
危
機
感
の
涵
養
に
は
、
財
界
か
ら
の
強
い
社
会
政

策
の
見
直
要
求
と
い
う
原
因
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
（
29
）
。
し

た
が
っ
て
、
私
は
伊
集
院
氏
の
結
論
を
よ
り
限
定
さ
せ
て
、
三
月

危
機
を
企
業
家
と
労
働
組
合
が
も
っ
た
二
重
の
危
機
〈
意
識
〉
の

史

学
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〇
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結
果
と
考
え
る
。

望
田
幸
男
氏
の
先
行
研
究
も
ま
た
「
失
業
手
当
の
削
減
は
た
ん

に
賃
金
の
低
下
を
招
く
ば
か
り
で
な
く
、
幾
世
代
に
も
わ
た
る
労

働
者
運
動
の
成
果
を
無
効
に
す
る
敗
北
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
、
と

労
働
者
層
は
考
え
た
（
30
）
」
と
言
う
。「
幾
世
代
に
も
わ
た
る
労
働
運

動
の
成
果
を
無
効
に
す
る
敗
北
の
は
じ
ま
り
」
に
な
る
と
い
う
ほ

ど
の
危
機
的
状
態
が
、
こ
の
当
時
、
実
際
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は

置
く
と
し
て
も
、
労
働
者
層
が
そ
の
よ
う
に
考
え
た
こ
と
、
そ
の

よ
う
に
考
え
る
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ミ
ュ
ラ
ー

内
閣
末
期
に
社
民
党
が
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
調
停
案
を
拒
否
し
て
政

権
を
つ
ぶ
し
た
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
愚
行
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

を
為
す
に
は
そ
れ
に
相
応
す
る
原
因
が
あ
っ
た
。
失
業
保
険
財
政

再
建
問
題
は
意
識
の
上
で
は
、「
総
資
本
」
対
「
総
労
働
」
の
対

立
の
象
徴
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ヤ
ン
グ
案
関
連
法
案
が
成
立
し
連
立
与
党
が
求
心
力
を
低
下
さ

せ
た
一
九
三
〇
年
三
月
末
に
（
31
）
、
社
会
民
主
党
が
企
業
家
団
体
や
人

民
党
の
社
会
政
策
に
対
す
る
敵
対
的
態
度
に
警
戒
感
を
深
め
、
調

停
案
を
拒
否
し
た
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
（
32
）
。
内
閣

総
辞
職
に
ま
で
到
っ
た
同
年
春
の
失
業
保
険
財
政
再
建
・
ラ
イ
ヒ

歳
入
補
填
を
め
ぐ
る
政
府
・
連
立
与
党
の
紛
糾
は
、
拠
出
率
三
％

（
三
・
五
％
）
で
労
使
に
よ
る
集
団
的
自
助
を
達
成
し
、
収
支
相
当

原
則
が
崩
れ
た
と
き
に
は
ラ
イ
ヒ
貸
付
を
も
っ
て
財
政
補
填
す
る

と
い
う
失
業
保
険
二
七
年
法
の
基
本
が
、
不
況
が
深
化
す
る
な
か

で
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
は
三

〇
〇
万
人
な
ど
と
い
う
大
量
失
業
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

制
度
的
に
も
実
態
的
に
も
厳
し
い
経
済
的
客
観
条
件
﹇
表
５
﹈

の
も
と
で
、
ラ
イ
ヒ
財
政
の
均
衡
に
苦
闘
す
る
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
末

期
に
、
閣
議
や
与
党
代
表
者
協
議
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
財
政
議

論
と
諸
提
案
の
中
で
、
連
立
政
権
を
維
持
す
る
た
め
の
現
実
的
な

選
択
肢
と
し
て
最
も
優
れ
て
い
た
の
は
、
財
務
大
臣
モ
ル
デ
ン
ハ

ウ
ア
ー
が
最
初
に
示
し
た
ラ
イ
ヒ
政
府
原
案
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
財
源
を
明
瞭
に
し
て
失
業
保
険
財
政
再
建
・
ラ
イ
ヒ
歳
入
補

填
計
画
を
提
示
し
た
の
は
、
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
作
成
の
政
府
原

案
だ
け
で
あ
っ
た
。
自
分
が
所
属
す
る
人
民
党
の
右
派
に
抗
し
て
、

彼
は
社
会
民
主
党
の
首
相
に
も
（
後
述
す
る
よ
う
に
）
中
央
党
の

首
相
に
も
、
で
き
る
限
り
の
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
彼
の
仕

事
は
そ
こ
で
褒
め
ら
れ
て
よ
い
。
譬
え
後
年
、
ヒ
ト
ラ
ー
新
首
相

の
国
民
社
会
主
義
に
同
調
し
た
こ
と
で
そ
の
経
歴
に
傷
が
で
き
た

と
し
て
も
（
33
）
、
ミ
ュ
ラ
ー
、
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
両
政
権
の
財
務
大
臣

と
し
て
の
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
は
、
研
究
史
上
も
っ
と
高
い
評

価
が
与
え
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

五
五
（
四
〇
一
）



こ
れ
は
あ
と
に
な
っ
て
か
ら
分
か
る
話
で
は
あ
る
が
、
ウ
ォ
ー

ル
街
の
株
価
大
暴
落
を
端
緒
と
す
る
世
界
恐
慌
が
始
ま
る
以
前
に
、

ド
イ
ツ
経
済
は
す
で
に
一
九
二
九
年
に
は
、
過
剰
生
産
と
短
期
信

用
の
流
入
減
少
、
利
潤
率
の
低
下
な
ど
に
よ
り
低
成
長
に
面
し
て

い
た
（
34
）
。
失
業
は
そ
れ
ら
﹇
表
５
﹈
が
引
き
起
こ
し
た
現
象
で
あ
り
、

低
成
長
は
ま
た
ボ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
が
い
う
「
病
ん
だ
経
済
」

（kranke
W

irtschaft
）
の
ひ
と
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
で
あ
っ
た
（
35
）
。
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〇
％
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率
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下
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に
は
、
ラ
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じ
て
銀
行
券
税
を
ラ
イ
ヒ
に
納
め
、
割
引
率
は
最
低
五
％

を
維
持
す
る
義
務
を
負
っ
た
（
二
九
条
）。
ま
た
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク

の
ラ
イ
ヒ
に
対
す
る
信
用
供
与
は
一
億
Ｒ
Ｍ
、
ラ
イ
ヒ
鉄
道
、
ラ

イ
ヒ
郵
便
に
対
す
る
資
金
供
与
は
二
億
Ｒ
Ｍ
に
限
定
さ
れ
た
（
二

五
条
）。
さ
ら
に
総
裁
は
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
任
命
で
は
な
く
、
旧
連

合
国
の
外
国
人
を
含
む
一
般
参
事
会
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ

る
こ
と
、
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
理
事
会
の
理
事
は
一
般
参
事
会
の
同

意
を
得
て
総
裁
が
任
命
す
る
こ
と
（
六
条
）、
新
設
さ
れ
た
評
議
員

会
（
中
央
銀
行
業
務
の
審
査
機
関
）
の
構
成
員
一
四
名
中
七
名
、

同
じ
く
新
設
さ
れ
た
発
券
委
員
会
（
発
券
業
務
の
監
督
機
関
）
の

構
成
員
中
一
名
は
外
国
人
評
議
員
と
同
国
籍
を
有
す
る
こ
と
（
一

四
条
、
二
七
条
）
と
さ
れ
た
。
ま
た
中
央
銀
行
勘
定
の
中
に
と
く

に
賠
償
支
払
代
理
人
勘
定
が
設
定
さ
れ
て
、
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
は

賠
償
振
替
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
）
を
支
持
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
（
二
六
条
）。

そ
の
後
、
一
九
二
六
年
七
月
八
日
公
布
の
改
正
銀
行
法（G

esetz
Ä

nderung
des

B
ankgesetz.

V
om

8.
7.

1926,
in

:
R

G
B

l
1926

T
eilII,S.355.

）
に
よ
り
、
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
は
財
務
省
証

券
（Schatzw

echsel

短
期
が
ラ
イ
ヒ
手
形
、
長
期
が
国
債
）
を

四
億
Ｒ
Ｍ
ま
で
割
引
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
国
債

の
中
央
銀
行
引
受
は
な
お
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
例

え
ば
わ
が
国
で
実
施
さ
れ
た
高
橋
財
政
の
よ
う
な
手
法
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
ド
イ
ツ
で
は
期
待
で
き
な
い
（
両
大
戦
間
期
の
ド

イ
ツ
中
央
銀
行
に
つ
い
て
は
、
工
藤
章
「
再
建
金
本
位
制
下
の
ラ

イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
」
福
島
大
学
『
商
学
論
集
』
第
四
五
巻
三
号
が
有

益
で
あ
る
）。

（
１９
）

K
abinettssitzung

vom
3.

6.
1930,

in
:

D
ie

K
abinette

B
rüning

I
und

II,S.180.

（
２０
）

A
kten

betr.
V

erw
altungsrat

der
R

eichsanstalt
B

d
.

II,
V

ereinigung
der

Fürsorgeverbände
der

Provinz
W

est-
fahlen,H

agen
19.2.1930,in

:B
A

B
erlin-Lfd.R

36/1537.

（
２１
）

K
abinettssitzung

vom
5.

6.
1930,

in
:

D
ie

K
abinette

B
rüning

I
und

II,S.185.

（
２２
）

T
im

m
,a.

a.
O

.,S.124

�126.

（
２３
）

Preller,a.
a.

O
.,S.275

�276,S.399

�408.

（
２４
）

N
iederschrift

über
die

B
esprechung

vom
24.

2.
1926

in
R

eichsarbeitsm
inisterium

m
it

V
ertreten

der
A

rbeitge-
ber

über
Fragen

der
E

rw
elbslosenfürsorge,

V
ereinigung

der
D

eutschen
A

rbeitgeber
V

erbände
E

4W
,

in
:B

A
B

erlin
-Lfd.,R

3901/33425.

（
２５
）

O
rganisationsplan

des
R

eichsverbandes
der

D
eut-

schen
Industrie

Stand
1.

1.
1930,

in
:B

A
B

erlin-Lfd.,
R

2/
31781.

（
２６
）

A
bgeordneter

Schiele
an

A
bgeordneten

B
rüning.

29.
3.

1930,in
:D

ie
K

abinette
B

rüning
I

und
II,S.1

�4.

（
２７
）
伊
集
院

前
掲
論
文

二
三
頁
。

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

五
七
（
四
〇
三
）



（
２８
）

H
ans

M
auersberg

,
D

eutsche
Industrien

im
Zeitgesche-

hen
eines

Jahrhunderts,Stuttgart
1966,S.388

�389.
（
２９
）

T
im

m
,a.

a.
O

.,S.183

�184.
（
３０
）
望
田
幸
男
、
中
村
幹
雄
、
野
田
宣
雄
、
飯
田
収
治
『
ド
イ
ツ
現

代
政
治
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

一
九
六
六
年
、
二
八
六
頁
。
中

村
前
掲
論
文
も
同
様
の
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。

（
３１
）
平
島

前
掲
書

一
五
八
頁
。

（
３２
）
伊
集
院
氏
は
調
停
案
を
「
貸
付
義
務
を
形
式
的
に
は
存
続
さ
せ

な
が
ら
実
質
的
に
は
空
洞
化
さ
せ
る
も
の
で
、
基
本
的
に
人
民
党

の
要
求
に
そ
っ
た
も
の
で
労
働
組
合
側
の
要
求
に
そ
っ
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
評
し
て
お
ら
れ
る

（
伊
集
院

前
掲
論
文

三
頁
）。
私
も
該
案
が
人
民
党
寄
り
で
あ

っ
た
と
は
思
う
。
し
か
し
一
九
二
〇
年
以
来
、
労
働
大
臣
は
キ
リ

ス
ト
教
労
働
組
合
指
導
者
・
中
央
党
の
指
定
席
で
あ
っ
た
こ
と
、

歴
代
内
閣
で
労
相
を
つ
と
め
た
ブ
ラ
ウ
ン
ス
（H

einrich
B

rauns

）
が
長
年
失
業
保
険
制
度
の
実
現
に
情
熱
を
傾
け
、
漸
く

二
七
年
に
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
の
制
定
に
漕
ぎ
着
け
た
と
い
う
経
緯
、
そ

し
て
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
が
首
相
に
な
っ
て
か
ら
拠
出
率
を
二
度
に

わ
た
っ
て
引
き
上
げ
、
失
業
保
険
制
度
の
再
建
を
図
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
し
て
、
調
停
案
が
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
第
一
六
三
条
を
空
洞
化
さ

せ
る
も
の
と
ま
で
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
た
だ
し
拠
出
率
を

据
え
置
い
た
ま
ま
で
ラ
イ
ヒ
貸
付
を
単
年
度
定
額
に
制
限
す
る
な

ら
ば
、
結
果
と
し
て
給
付
額
の
削
減
に
到
る
蓋
然
性
は
高
い
。
こ

の
こ
と
に
社
会
民
主
党
は
神
経
を
尖
ら
せ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
社
民
党
の
強
硬
姿
勢
に
理
解
を
示
す
伊
集
院
氏
の

見
解
に
私
も
同
意
で
き
る
。

（
３３
）

H
orst

R
om

eyk
,

Paul
M

oldenhauer,
in

:R
heinische

Le-
bensbilder

B
d.7,K

öln
1977,S.253

�254.

（
３４
）
古
川
哲
「
大
恐
慌
と
資
本
主
義
諸
国
」
岩
波
講
座
『
世
界
歴

史
』
第
二
七
巻

岩
波
書
店

一
九
七
一
年
、
一
〇
一
〜
一
〇
二

頁
。D

ietm
ar

Petzina,
“T

he
E

xtent
and

C
auses

of
U

nem
-

ploym
ent

in
the

W
eim

ar
R

epublik”,in
:Stachura

（ed.

）,op.
cit.,pp.32

�33,C
lavin,op.

cit.,pp.89

�92.

（
３５
）
著
名
な
経
済
史
家
ボ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
は
「
病
ん
だ
経
済
」
を
次
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。
も
し
も
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ

の
経
済
復
興
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
そ
れ
と
同
じ
テ
ン
ポ
で

進
ん
で
い
た
な
ら
ば
、
国
民
一
人
当
り
の
実
質
国
民
所
得
は
一
九

二
九
年
に
は
戦
前
水
準
（
一
九
一
三
年
）
よ
り
も
二
五
％
高
く
な

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
現
実
は
六
％
上
回
っ

た
だ
け
で
あ
っ
た
。
一
九
二
六
〜
二
八
年
の
好
景
気
も
長
続
き
せ

ず
、
一
九
二
八
〜
二
九
年
に
は
国
民
総
生
産
は
一
％
低
下
し
た
。

ド
イ
ツ
で
は
景
気
後
退
は
一
九
二
九
年
夏
以
前
に
も
う
始
ま
っ
て

い
た
。

ま
た
第
一
次
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
経
済
が
正
常
に
推
移
し
た
な
ら

ば
、
そ
れ
は
一
九
二
三
・
二
四
年
に
安
定
し
た
の
ち
持
続
的
に
成
長

し
て
、
そ
の
結
果
、
恐
慌
の
影
響
は
も
っ
と
緩
や
か
だ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
低
成
長
、
慢
性
的
失
業
、
物
価
高
つ
ま
り
今
日
い
う
と
こ

ろ
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
ド
イ
ツ
経

済
の
特
徴
で
あ
っ
た
（K

nut
B

orchad,“Zw
ngslagen

und
H

andlungsspielräum
e

in
der

G
rossen

W
eltw

irtschaftskrise
der

frühen
dreissiger

Jahren
”,

in
:

D
ers

.,
W

achustum
K

risen
H

andlungsspielräm
e

der
W

irtschaftspolitik
,

G
öttin-

史

学

第
八
六
巻

第
四
号

五
八
（
四
〇
四
）



（
Ⅳ
）
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
の
歳
入
補
填
案

経
済
政
策
の
形
成
に
影
響
を
与
え
る
経
済
理
論
に
お
い
て
、
貨

幣
数
量
説
が
な
お
支
配
的
で
あ
る
と
い
う
事
情
に
加
え
て
、
ブ
リ

ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
は
前
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
と
同
様
に
、
政
府
信
用
調

達
に
よ
る
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
政
策
を
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
客
観

条
件
の
も
と
で
、
歳
入
欠
陥
と
歳
出
需
要
の
増
大
に
対
処
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
世
界
恐
慌
の
影
響
が
明
瞭
に
な
る
な
か
で
、

主
た
る
歳
出
圧
力
は
失
業
保
険
給
付
と
農
業
救
済
事
業
に
起
因
し

て
い
た
（
1
）
。
社
民
党
と
共
産
党
の
不
信
任
案
を
否
決
し
た
国
会
に
よ

っ
て
信
任
さ
れ
た
新
政
府
に
、
財
務
大
臣
と
し
て
留
任
し
た
モ
ル

デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、
一
九
三
〇
年
四
月
九
日
の
閣
議
で
、
前
内
閣

以
来
積
み
残
さ
れ
た
歳
入
補
填
計
画
の
承
認
を
受
け
た
。

そ
の
内
容
は
①
麦
酒
税
の
五
〇
％
値
上
、
②
売
上
税
の
〇
・
七

五
％
か
ら
〇
・
八
五
％
へ
の
値
上
、
③
年
間
売
上
高
一
〇
〇
万
Ｒ

Ｍ
を
越
え
る
小
売
経
営
に
対
す
る
特
別
課
税
、
④
炭
酸
水
税
、
⑤

工
業
債
務
負
担
、
⑥
鉱
油
税
の
値
上
、
⑦
珈
琲
紅
茶
税
の
値
上
、

⑧
煙
草
税
と
砂
糖
税
の
納
付
期
間
短
縮
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

ラ
イ
ヒ
に
三
億
六
五
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
ラ
ン
ト
に
一
億
七
七
〇
〇
万

Ｒ
Ｍ
の
歳
入
増
が
見
込
ま
れ
た
（
2
）
。
こ
れ
ら
は
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
時
の

補
填
案
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
た
が
、
今
回
は
失
業
保
険
制
度
改
革

ぬ
き
の
歳
入
補
填
案
（
第
一
次
歳
入
補
填
案
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
諸
案
は
農
業
関
連
法
案
の
ユ
ン
ク
ト
ゥ
ム
（
付
帯
法
案
）
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
3
）
、
社
共
両
党
の
反
対
を
乗
り
越
え
て
四
月
末

ま
で
に
国
会
で
可
決
さ
れ
た
。
農
業
綱
領
と
歳
入
補
填
を
抱
き
合

わ
せ
る
こ
と
に
経
済
合
理
的
根
拠
は
な
い
が
、
こ
れ
は
確
か
に
農

業
翼
で
あ
る
国
家
人
民
党
の
賛
成
を
得
る
た
め
の
政
治
的
技
巧
と

し
て
有
効
で
あ
っ
た
。

失
業
保
険
に
つ
い
て
は
、
四
月
二
八
日
に
公
布
さ
れ
た
財
政
改

革
準
備
法
（
4
）
に
従
っ
て
、
前
月
に
諸
政
党
に
提
示
さ
れ
た
ブ
リ
ュ
ー

ニ
ン
グ
調
停
案
が
法
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
失
業
保
険
の
料
率

は
労
使
折
半
定
率
三
・
五
％
と
さ
れ
、
職
業
紹
介
失
業
保
険
機
構

gen
1982,S.174

�179.

）。

賠
償
支
払
が
ド
イ
ツ
経
済
に
与
え
た
制
約
に
関
す
る
分
析
に
つ

い
て
は
、
ヘ
ル
ビ
ヒ
の
旧
作
が
今
で
も
価
値
を
も
つ
（W

olfgang
H

elbich
,

D
ie

R
eparationen

in
der

Ä
ra

B
rüning

,
B

erlin
1962.

）。
ド
イ
ツ
が
賠
償
振
替
か
ら
解
放
さ
れ
、
合
わ
せ
て
財

政
・
金
融
自
主
権
を
獲
得
す
る
に
は
、
一
九
三
二
年
六
月
の
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
会
議
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
漸
く
、
財
政

政
策
を
も
っ
て
世
界
恐
慌
に
よ
り
生
じ
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ギ
ャ
ッ
プ
を
解

消
す
る
た
め
の
出
口
戦
略
の
前
捌
き
を
お
こ
な
う
環
境
を
、
ド
イ

ツ
は
獲
得
し
た
と
言
え
る
。
し
か
し
こ
の
時
、
首
相
だ
っ
た
の
は

ミ
ュ
ラ
ー
で
も
な
け
れ
ば
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で
も
な
か
っ
た
。

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

五
九
（
四
〇
五
）



の
行
政
経
費
節
減
を
お
こ
な
い
、
ラ
イ
ヒ
か
ら
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
へ
の

貸
付
義
務
（
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
第
一
六
三
条
）
を
改
め
予
算
に
お
い
て

法
定
さ
れ
る
毎
年
定
額
の
補
助
に
切
り
替
え
、
ま
ず
三
〇
年
度
補

助
額
は
一
億
五
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
さ

ら
に
三
一
年
度
歳
出
は
前
年
度
歳
出
か
ら
六
億
Ｒ
Ｍ
圧
縮
す
る
。

こ
れ
を
も
っ
て
直
接
税
の
減
税
分
に
充
当
さ
せ
る
。
既
に
述
べ
た

よ
う
に
、
以
前
か
ら
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
に
規
定
さ
れ
たR

eichsdarle-

hen

は
閣
議
、
与
党
協
議
会
な
ど
でR

eichszuschuß

と
も
呼
ば

れ
て
い
た
し
、
返
済
規
定
は
な
か
っ
た
の
で
貸
付
か
補
助
か
は
表

現
の
問
題
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
ラ
イ
ヒ
か
ら
失
業
保
険
財
政

へ
の
補
填
が
毎
年
定
額
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
二
七
年

失
業
保
険
法
に
定
め
ら
れ
た
貸
付
義
務
か
ら
一
年
毎
定
額
助
成
に

変
更
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
は
、
一
九
三
〇
年
の
月
平
均
失
業

者
を
一
六
〇
万
人
と
推
計
し
た
上
で
、
失
業
保
険
赤
字
四
億
四
三

〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
と
予
想
し
、
こ
れ
を
機
構
改
革
に
よ
る
節
約
で
一
億

一
五
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
失
業
保
険
料
を
向
こ
う
八
ヵ
月
間
一
％
引
き

上
げ
る
こ
と
で
一
億
九
四
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
ラ
イ
ヒ
か
ら
の
補
助
金

一
億
三
四
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
に
よ
っ
て
補
填
す
る
計
画
を
労
働
大
臣
シ

ュ
テ
ッ
ガ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
（A

dam
Stegerw

ald

中
央
党
）
に
提

出
し
た
（
5
）
。
し
か
し
四
月
が
過
ぎ
て
も
雇
用
は
増
大
せ
ず
税
収
も
伸

び
な
か
っ
た
た
め
に
、
政
府
は
更
な
る
失
業
保
険
制
度
改
革
を
含

む
第
二
次
歳
入
補
填
案
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
6
）
。
そ

し
て
今
回
は
も
う
失
業
保
険
制
度
改
革
（
失
業
保
険
財
政
再
建
）

を
棚
上
す
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
五
月
二
七
日
の
閣
議
で
ブ

リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
首
相
は
三
〇
年
度
一
般
会
計
に
、
七
億
三
六
〇
〇

万
Ｒ
Ｍ
の
欠
損
が
予
想
さ
れ
る
と
言
明
し
た
（
7
）
。
ま
た
六
月
三
日
の

閣
議
で
は
財
務
相
が
三
〇
年
度
一
般
会
計
に
対
す
る
五
億
五
〇
〇

万
Ｒ
Ｍ
の
補
填
需
要
（
う
ち
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
に
対
す
る
補
助
金
一
億

三
五
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
失
業
者
に
対
す
る
緊
急
給
付
需
要
一
億
五
〇

〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
）
を
充
た
す
た
め
に
、
固
定
給
稼
得
者
（Festbesor-

deten

）
に
困
窮
献
金
（N

otopfer

）
を
課
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
（
8
）。
こ
れ
を
機
に
政
府
は
追
加
的
歳
入
補
填
案
の
策
定
に
取
り
掛

か
っ
た
。

六
月
五
日
、
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
財
務
大
臣
は
失
業
保
険
拠
出

率
を
四
・
五
％
に
引
き
上
げ
、
当
年
の
ラ
イ
ヒ
助
成
を
一
億
Ｒ
Ｍ

に
限
定
す
る
こ
と
で
諸
閣
僚
の
同
意
を
得
る
。
さ
ら
に
五
億
五
〇

〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
の
補
填
需
要
の
う
ち
一
九
三
〇
年
七
月
一
日
か
ら
三

一
年
三
月
三
〇
日
ま
で
の
困
窮
献
金
で
三
億
Ｒ
Ｍ
、
ラ
イ
ヒ
鉄
道

優
先
株
売
却
で
一
億
Ｒ
Ｍ
、
財
政
節
減
で
六
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
を
調

達
し
、
そ
れ
で
も
残
る
九
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
の
欠
損
の
五
〇
〇
〇
万

Ｒ
Ｍ
を
煙
草
税
で
、
四
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
を
所
得
税
の
増
税
で
賄
う

史
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こ
と
で
閣
内
の
合
意
を
取
り
付
け
た
（
9
）
。
ま
た
政
府
は
ラ
イ
ヒ
鉄

道
・
ラ
イ
ヒ
郵
便
事
業
、
住
宅
建
築
、
道
路
建
設
な
ど
の
雇
用
創

出
計
画
を
策
定
し
た
（
10
）
。
困
窮
献
金
は
年
収
八
四
〇
〇
Ｒ
Ｍ
以
上
の

職
員
か
ら
給
与
の
二
・
五
％
を
ラ
イ
ヒ
救
済
（R

eichshilfe

）
と

し
て
徴
収
す
る
こ
と
で
具
体
化
さ
れ
た
（
11
）
。
し
か
し
第
二
次
歳
入
補

填
案
中
の
困
窮
献
金
は
、
彼
自
身
が
所
属
す
る
人
民
党
か
ら
厳
し

い
批
判
を
受
け
、
一
八
日
、
彼
は
財
務
大
臣
辞
職
の
意
向
を
表
明

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
（
三
〇
日
、
正
式
に
辞
職
）。
モ
ル
デ
ン

ハ
ウ
ア
ー
は
前
内
閣
末
以
来
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
極
め
て

厳
し
い
環
境
下
で
二
代
の
首
相
に
協
働
し
て
、
失
業
保
険
財
政
と

ラ
イ
ヒ
財
政
の
再
建
の
た
め
に
経
常
・
臨
時
の
両
財
源
を
確
保
す

べ
く
尽
力
し
た
。
し
か
し
こ
こ
に
来
て
、
矢
尽
き
刀
折
れ
た
感
が

あ
る
。
失
業
保
険
拠
出
率
の
四
・
五
％
引
上
は
社
民
党
へ
の
配
慮

に
外
な
ら
ず
、
ま
た
人
民
党
の
批
判
を
浴
び
る
で
あ
ろ
う
困
窮
献

金
の
導
入
も
敢
え
て
提
案
し
た
。
財
務
大
臣
の
労
を
多
と
す
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

副
総
理
格
・
経
済
大
臣
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
（H

erm
ann

D
ietrich

民
主
党
）
は
、
失
業
保
険
拠
出
率
の
一
％
引
上
、
一
億
Ｒ
Ｍ
の
財
政

削
減
、
給
与
の
三
％
の
公
務
員
困
窮
献
金
、
年
収
八
四
〇
〇
Ｒ
Ｍ
以

上
の
所
得
者
に
対
す
る
五
％
の
追
加
的
所
得
税
の
四
案
を
条
件
に
、

後
継
財
務
大
臣
を
引
き
受
け
た
（
12
）
。
次
に
彼
は
歳
入
補
填
案
に
つ
い

て
以
下
の
六
点
を
、
特
別
授
権
法
（spezielle

E
rm

ächigungs-

gesetz

（
13
）
）
に
よ
っ
て
立
法
化
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
①
失
業
保

険
機
構
の
改
革
を
お
こ
な
っ
た
上
で
、
拠
出
率
を
一
％
引
き
上
げ

て
四
・
五
％
と
す
る
。
②
ラ
イ
ヒ
財
政
支
出
を
一
億
Ｒ
Ｍ
削
減
し

て
失
業
保
険
の
赤
字
補
填
に
転
用
す
る
。
③
一
九
三
一
年
三
月
三

一
日
ま
で
の
期
限
付
き
で
、
公
務
員
・
職
員
は
給
与
の
二
・
五
％

を
困
窮
献
金
と
し
て
政
府
に
拠
出
す
る
。
さ
ら
に
年
収
八
〇
〇
〇

Ｒ
Ｍ
な
い
し
八
四
〇
〇
Ｒ
Ｍ
以
上
の
稼
得
者
に
五
％
の
追
加
的
所

得
税
を
課
す
る
。
④
物
件
費
と
人
件
費
で
一
億
Ｒ
Ｍ
の
財
政
支
出

削
減
を
お
こ
な
う
。
⑤
市
町
村
民
税
あ
る
い
は
市
町
村
飲
料
水
税

あ
る
い
は
消
費
税
を
課
す
る
。
⑥
カ
ル
テ
ル
機
構
の
改
革
（
14
）
。
六
月

二
五
日
の
閣
議
で
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
改
め
て
、
次
の
よ
う
な
一
九

三
〇
年
度
歳
入
補
填
案
を
示
し
内
閣
は
こ
れ
を
了
承
し
た
。
①
失

業
保
険
赤
字
四
億
四
三
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
に
つ
い
て
は
、
七
ヵ
月
（
一

九
三
〇
年
九
月
〜
三
一
年
三
月
）
に
わ
た
る
拠
出
率
一
％
引
上

（
料
率
四
・
五
％
）
で
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
が
入
手
す
る
保
険
料
一
億
七
〇

〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
の
増
加
、
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
機
構
改
革
、
ラ
イ
ヒ
助
成
制

限
で
九
七
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
の
節
約
。
こ
れ
に
よ
り
失
業
保
険
財
政
の

赤
字
は
差
引
一
億
七
六
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
②
失
業
者
緊
急
給
付
一
億

五
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
こ
れ
に
掛
か
る
ラ
イ
ヒ
行
政
費
一
二
〇
〇
万

Ｒ
Ｍ
、
③
減
税
に
よ
る
ラ
イ
ヒ
の
減
収
一
億
五
〇
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

六
一
（
四
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七
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①
〜
③
合
計
で
四
億
八
八
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
の
歳
入
欠
損
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
れ
を
補
填
す
る
た
め
に
、
①
予
算
の
削
減
一
億
三
五
〇
〇

万
Ｒ
Ｍ
、
②
煙
草
税
四
六
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
③
所
得
税
の
追
徴
で
一

億
五
八
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
、
④
公
務
員
の
ラ
イ
ヒ
救
済
献
金
で
一
億
三

五
〇
〇
Ｒ
Ｍ
、
①
〜
④
合
計
四
億
七
四
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ
を
見
込
む
（
15
）
。

こ
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
の
歳
入
補
填
案
は
失
業
保
険
赤
字
補
填
を
始

め
と
し
て
、
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ

っ
た
。
不
況
下
に
均
衡
財
政
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

客
観
条
件
の
も
と
で
、
責
任
あ
る
歳
入
補
填
案
を
つ
く
れ
ば
、
選

択
肢
は
限
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
人
民
党
は
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
第
一
六
三
条
の
廃
棄
、

人
頭
税
（
市
町
村
民
税
）
導
入
、
賃
銀
引
下
を
要
求
し
た
が
、
失

業
保
険
拠
出
率
に
つ
い
て
は
〇
・
五
％
の
引
上
（
料
率
四
％
）
を

容
認
し
た
（
16
）
。
特
別
授
権
法
は
避
け
る
こ
と
に
決
し
た
が
、
諸
政
党

間
の
話
合
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
政
府
は
失
業
保
険
財
政
再
建
・
歳

入
補
填
案
の
成
立
に
不
退
転
の
決
意
を
も
っ
て
す
る
構
え
で
あ
っ

た
。
七
月
四
日
の
与
党
代
表
者
会
議
で
、
人
民
党
は
失
業
保
険
に

対
す
る
ラ
イ
ヒ
助
成
制
限
を
歓
迎
し
た
も
の
の
、
拠
出
率
の
一
％

ア
ッ
プ
（
料
率
四
・
五
％
）
に
は
難
色
を
示
し
た
。
ま
た
中
央
党

は
人
民
党
の
主
張
す
る
人
頭
税
を
拒
否
し
、
民
主
党
は
拠
出
率
引

上
に
は
賛
成
し
た
が
、
一
六
三
条
改
訂
と
ラ
イ
ヒ
救
済
献
金
に
は

批
判
的
で
あ
っ
た
（
17
）
。
こ
の
よ
う
に
ラ
イ
ヒ
歳
入
補
填
に
関
し
て
与

党
諸
党
の
態
度
は
各
様
で
あ
っ
た
が
、
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は
七
月

八
日
の
与
党
代
表
者
会
議
で
政
府
案
に
理
解
を
求
め
、
財
政
節
約
、

Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
第
一
六
三
条
改
訂
（
ラ
イ
ヒ
助
成
制
限
）
失
業
保
険

料
率
四
・
五
％
、
市
町
村
民
税
導
入
、
ラ
イ
ヒ
救
済
献
金
、
所
得

税
追
徴
に
つ
い
て
与
党
の
了
解
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
（
18
）
、
歳
入
補

填
案
は
法
案
と
し
て
国
会
に
上
程
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
特
別
授
権
法
の
制
定
も
、
憲
法
第
四
八
条
に
も
と
づ

く
緊
急
命
令
の
発
布
も
回
避
さ
れ
、
第
二
次
歳
入
補
填
案
は
国
会

で
審
議
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
が
、
政
府
与
党
は
国
会
で
二
〇
〇

議
席
に
足
り
な
い
少
数
派
に
止
ま
っ
て
お
り
、
事
態
は
予
断
を
許

さ
な
か
っ
た
。
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は
歳
入
補
填
案
が
議
会
で
否
決

さ
れ
た
場
合
に
は
、
大
統
領
緊
急
命
令
を
発
令
す
る
こ
と
、
ま
た

こ
れ
が
議
会
で
無
効
と
さ
れ
た
と
き
に
は
、
国
会
を
解
散
す
る
許

可
を
大
統
領
か
ら
与
え
ら
れ
た
（
19
）
。
補
填
案
の
採
決
に
際
し
て
国
会

第
一
党
社
会
民
主
党
は
、
硬
軟
両
様
の
姿
勢
を
と
っ
た
。
社
民
党

は
失
業
保
険
拠
出
率
引
上
に
は
賛
成
し
た
も
の
の
、
市
町
村
民
税

と
ラ
イ
ヒ
助
成
制
限
に
反
対
し
て
七
月
一
五
日
、
対
案
を
提
出
し

た
（
20
）。
同
時
に
、
歳
入
補
填
案
第
一
章
（
失
業
保
険
制
度
改
革
を
含

む
）
は
、
社
会
民
主
党
が
棄
権
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
人
民
党
、

共
産
党
、
ナ
チ
ス
党
の
反
対
を
乗
り
切
っ
て
可
決
成
立
し
た
。
し

史
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か
し
社
民
党
は
一
切
の
譲
歩
を
拒
む
政
府
に
反
発
を
強
め
、
ま
た

折
か
ら
お
こ
っ
た
シ
ュ
タ
ー
ル
ヘ
ル
ム
禁
止
解
除
問
題
も
か
ら
ん

で
急
速
に
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
（
21
）
。

七
月
一
六
日
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
が
提
案
し
た
歳
入
補
填
案
第
二

章
（
市
町
村
民
税
と
救
国
献
金
を
含
む
）
が
、
社
共
両
党
、
国
家

人
民
党
、
ナ
チ
ス
党
の
反
対
に
よ
り
国
会
で
否
決
さ
れ
る
と
、
ブ

リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は
補
填
案
の
議
会
成
立
を
断
念
し
、
予
定
ど
お
り

こ
れ
を
憲
法
第
四
八
条
に
も
と
づ
く
緊
急
命
令
と
し
て
発
令
し
た
（
22
）
。

こ
れ
に
対
し
て
社
民
党
は
、
同
令
無
効
の
動
議
を
議
会
に
提
出
し

た
。
去
就
に
迷
っ
て
い
た
国
家
人
民
党
が
党
首
フ
ー
ゲ
ン
ベ
ル
ク

（A
lfred

H
ugenberg

）
の
強
権
に
よ
っ
て
、
ヴ
ェ
ス
タ
ル
プ

（K
uno

G
raf

von
W

estarp

）
ら
少
数
の
穏
健
派
議
員
を
除
い
て

賛
成
に
ま
わ
っ
た
た
め
に
（
23
）
、
緊
急
命
令
無
効
動
議
が
可
決
成
立
す

る
や
、
首
相
は
直
ち
に
国
会
を
解
散
し
た
。

そ
し
て
七
月
二
六
日
、
先
の
緊
急
命
令
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
緊

急
命
令
を
公
布
し
た
（
24
）
。
同
令
に
よ
り
、
失
業
保
険
料
率
は
四
・

五
％
、
同
年
度
の
失
業
保
険
国
庫
補
助
は
一
億
八
四
〇
〇
万
Ｒ
Ｍ

と
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
不
足
す
る
給
付
資
金
の
う
ち
二
分
ノ
一
は

さ
ら
に
国
庫
か
ら
補
助
さ
れ
、
残
る
二
分
ノ
一
は
保
険
料
を
い
っ

そ
う
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
労
働
市
場
は
春
か
ら
夏
場
を
迎
え
て
も
好
転
す
る
気
配

は
み
え
ず
、
失
業
者
二
六
〇
万
人
超
、
失
業
保
険
受
給
者
一
五
〇

万
人
前
後
を
降
ら
な
か
っ
た
﹇
表
３
﹈。
そ
の
結
果
、
月
間
失
業

保
険
収
支
は
相
変
わ
ら
ず
赤
字
を
続
け
て
い
た
﹇
表
４
﹈。
ブ
リ

ュ
ー
ニ
ン
グ
は
与
党
の
勝
利
を
確
信
し
て
九
月
一
四
日
の
投
票
日

に
向
け
て
選
挙
運
動
に
入
る
一
方
、「
秋
以
降
に
予
定
す
る
一
大

財
政
改
革
を
想
定
し
て
、
議
会
か
ら
拒
ま
れ
た
緊
縮
案
の
ほ
か
、

失
業
保
険
改
革
、
東
部
救
済
等
の
諸
措
置
を
緊
急
令
と
し
て
発
令

す
る
準
備
に
着
手
し
た
」
の
で
あ
る
（
25
）
。

こ
の
と
き
首
相
が
緊
急
命
令
を
発
令
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
コ

ン
ツ
ェ
は
憲
法
第
四
八
条
の
い
う
公
共
の
安
全
と
秩
序
（öffentli-

che
Sicherheit

und
O

rdnung

）
が
脅
か
さ
れ
る
状
態
は
、
経

済
危
機
と
立
法
的
緊
急
事
態
に
も
適
用
可
能
と
し
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン

グ
の
選
択
を
合
憲
と
評
価
し
た
（
26
）

第
一
の
緊
急
命
令
が
国
会
で
無

効
と
さ
れ
た
あ
と
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
殆
ど
変
わ
ら
な
い
第
二

の
緊
急
命
令
が
国
会
解
散
中
に
発
令
さ
れ
た
こ
と
に
問
題
は
残
る

が
、
緊
急
命
令
の
発
令
に
関
し
て
は
私
も
コ
ン
エ
ツ
ェ
の
見
解
に

賛
成
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
九
三
〇
年
七
月
の
状
況
だ
け
み
て

判
断
す
べ
き
で
は
な
い
。
す
で
に
前
内
閣
以
来
半
歳
に
わ
た
っ
て
、

ワ
イ
マ
ー
ル
政
府
は
失
業
保
険
制
度
改
革
・
歳
入
補
填
の
実
現
に

向
け
て
諸
政
党
と
話
し
合
っ
て
き
た
。
こ
の
時
点
で
、
首
相
が
財

政
法
案
の
膠
着
と
財
政
立
法
の
危
機
を
憲
法
第
四
八
条
の
対
象
と

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

六
三
（
四
〇
九
）



判
断
し
て
も
不
当
と
は
言
え
ま
い
（
27
）
。
社
民
党
国
会
議
員
で
、
ミ
ュ

ラ
ー
内
閣
の
内
務
大
臣
を
務
め
た
前
出
の
ゼ
ー
ヴ
ェ
リ
ン
グ
も
、

回
顧
録
の
中
で
、
秩
序
あ
る
財
政
政
策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
と
っ
た
措
置
を
止
む
を
得
な
い
も
の
だ
っ
た

と
し
て
い
る
（
28
）
。

と
こ
ろ
で
栗
原
優
氏
は
廉
価
な
長
期
資
金
を
大
量
に
創
出
す
る

こ
と
が
、
当
時
の
ド
イ
ツ
経
済
政
策
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
意
味
を
も
っ
た
ゆ
え
に
、
政
治
を
通
し
て

の
み
、
大
恐
慌
克
服
は
可
能
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
ま
た
ワ

イ
マ
ー
ル
民
主
主
義
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
転
落
の
道
で
も
あ
っ
た
、

と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
29
）
。
政
治
を
通
し
て
の
み
と
い
う
見
立
て
は

慧
眼
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
適
記
の
ト
ー
ン
は
世
界
恐
慌
か
ら

ナ
チ
ス
政
権
へ
の
道
は
、
恰
も
必
然
で
あ
っ
た
か
に
聞
こ
え
る
。

ド
イ
ツ
が
恐
慌
を
脱
す
る
た
め
に
は
、
大
量
の
長
期
資
金
を
も
っ

て
信
用
拡
張
を
お
こ
な
い
、
有
効
需
要
（
消
費
需
要
＋
投
資
需

要
）
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
で
き
な
い
仕

組
が
、
国
際
条
約
網
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
構
造
が
も
た
ら
し
て
い
る
桎
梏
か
ら
ラ
イ
ヒ
財
政
を
解
放
で

き
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

も
し
も
先
進
国
の
協
調
介
入
に
よ
っ
て
、
再
建
国
際
金
本
位
制

崩
壊
後
の
新
し
い
国
際
経
済
の
枠
組
を
構
築
で
き
た
な
ら
ば
、
デ

フ
レ
政
策
・
大
量
失
業
↓
ナ
チ
ズ
ム
へ
の
道
と
は
異
な
る
回
路
が
、

ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
政
府
に
与
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
世
界
恐
慌
か

ら
ナ
チ
ス
体
制
へ
の
道
程
を
回
避
す
る
道
は
、
狭
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
ド
イ
ツ
の
国
内
政
治
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
政
治
の
場
に
、
そ

の
可
能
性
が
皆
無
だ
っ
た
訳
で
は
な
か
ろ
う
。

註（
１
）
小
論
で
は
農
業
問
題
に
は
触
れ
な
い
。
農
業
同
盟
会
長
シ
ー
レ

（M
artin

Schiere

）
が
食
料
農
林
大
臣
と
し
て
入
閣
し
た
ブ
リ
ュ

ー
ニ
ン
グ
政
権
の
農
業
関
連
法
案
へ
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
伊
集

院

前
掲
論
文

一
三
〜
一
四
頁
。
栗
原

前
掲
書

三
四
一

〜
三
四
六
頁
。
平
島

前
掲
書

一
七
二
〜
一
七
三
頁
を
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
ド
ー
ズ
協
定
以
来
歴
代
ワ
イ
マ
ー
ル
政

府
の
財
政
は
、
賠
償
問
題
ぬ
き
に
は
充
分
な
考
察
が
出
来
な
い
。

賠
償
支
払
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
と
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
の
財
政

政
策
と
の
関
連
つ
い
て
は
、
大
島
通
義
「
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
政
権

に
お
け
る
財
政
政
策
の
指
導
」
慶
應
大
学
『
三
田
学
会
雑
誌
』
第

六
三
巻
二
号

一
九
七
〇
年
が
有
益
で
あ
る
。

（
２
）

M
inisterbesprechung

vom
9.

4.
1930,

in
:D

ie
K

abinett
B

rüning
I

und
II,S.42.

（
３
）

B
ericht

M
oldenhauers

über
die

A
nfange

der
R

egierung
B

rüning
und

die
V

erhandlungen
m

it
der

Parteiführern
bis

zur
A

bstim
m

ung
über

das
Finanz-

und
A

grarprogram
m

im
R

eichstag
am

14.
4.

1930,
in

:Politik
und

W
irtschaft,S.123.

史

学

第
八
六
巻

第
四
号

六
四
（
四
一
〇
）



（
４
）

G
esetz

zur
V

orbereitung
der

Finanzreform
.V

om
28.

4.
1930,in

:R
G

B
l

I
1930,S.145

�146.
（
５
）

K
abinettssitzung

3.
6.

1930,
in

:D
ie

K
abinette

B
rüning

B
d.

I
und

II,S.180.

（
６
）

B
ericht

M
oldenhauers

über
die

E
ntw

icklung
der

R
eichsfinanzen

von
A

nfang
M

ai
1930

bis
zur

V
erab-

schiedung
des

Finanzprogram
m

der
R

eichsregierung,
in

:
Politik

und
W

irtschaft,S.206.

（
７
）

K
abinettssitzung

vom
27.

5.
1930,

in
:

D
ie

K
abinette

B
rüning

I
und

II,S.167.

（
８
）

K
abinettssitzung

vom
3.

6.
1930,

in
:

D
ie

K
abinette

B
rüning

I
und

II,S.182

�183.

（
９
）

K
abinettssitzung

vom
5.

6.
1930,

in
:

D
ie

K
abinette

B
rüning

I
und

II,S.184

�187.

（
１０
）

E
benda

,S.188

�192.

（
１１
）

B
ericht

M
oldenhauers

über
die

E
ntw

icklung
der

R
eichsfinanzen,in

:Politik
und

W
irtschaft,S.209.

（
１２
）

K
abinettssitzung

vom
24.

6.
1930,

9.
30

U
hr,

in
:D

ie
K

abinette
B

rüning
I

und
II,S.221.

（
１３
）
一
九
二
三
年
の
超
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
経
済
危
機
の
と
き
に
二
つ

の
特
別
授
権
法
が
成
立
し
た
こ
と
が
あ
る
が
（E

rm
ächtigungs-

gesetz
vom

13.
10.

1923,
R

eichserm
ächtigungsgesetz

vom
8.12.1923

）、
云
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。

（
１４
）

K
abinettssitzung

vom
24.

6.
1930,

20
U

hr,
in

:
D

ie
K

abinette
B

rüning
I

und
II,S.225.

（
１５
）

K
abinettssitzung

vom
25.

6.
1930,

in
:

D
ie

K
abinette

B
rüning

I
und

II,S.235

�239.

（
１６
）

K
abinettssitzung

vom
24.

6.
1930,

in
:

D
ie

K
abinette

B
rüning

I
und

II,S.220,S.224.

（
１７
）

Fraktionsführerbesprechung
vom

4.
7.

1930,
in

:
D

ie
K

abinette
B

rüning
I

und
II,S.255

�258.

（
１８
）

Fraktionsführerbesprechung
vom

8.
7.

1930,
in

:
D

ie
K

abinette
B

rüning
I

und
II,S.275

�279.

（
１９
）

N
iederschrift

über
die

R
eichsm

inisterbesprechung
14.

7.1930,in
:Politik

und
W

irtschaft,S.282

�283.

（
２０
）
伊
集
院

前
掲
論
文

一
八
頁
。

（
２１
）

G
ilsa

an
R

eusch
17.7.

1930,
in

:Politik
und

W
irtschaft,

S.285.

（
２２
）

V
erordnubg

des
R

eichspräsidenten
auf

G
rund

des
A

r-
tikel

48
der

R
eichsverfassung

über
D

eckungsm
aßnahm

en
für

den
R

eichshaushalt
1930,

V
om

16.
7.

1930,
in

:R
G

B
l

Jg.1930
T

eilI,S.207

�212.

憲
法
第
四
八
条
に
基
づ
く
大
統
領
緊
急
命
令
に
失
業
保
険
制
度

改
革
・
歳
入
補
填
案
の
成
立
を
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
こ

ろ
に
、
該
問
題
の
複
雑
さ
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
諸
政
党
、
諸
団
体
の

利
害
対
立
の
先
鋭
化
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
（M

auer,a.
a.

O
.,S.

141

�142.

）。

（
２３
）

N
iederschrift

über
die

Sitzung
der

R
eichstagsfraktion

der
D

eutschnationalen
V

olkspartei
17.

7.
1930,

in
:Politik

und
W

irtschaft,S.286

�299.

（
２４
）

V
erordnubg

des
R

eichspräsidenten
zur

B
ehebung

fi-
nanzieller,

w
irtschaftlicher

und
sozialer

N
otstände.

V
om

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

六
五
（
四
一
一
）



む
す
び

一
九
三
〇
年
に
ミ
ュ
ラ
ー
、
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
両
内
閣
は
、
信

用
創
造
の
制
限
・
均
衡
財
政
の
維
持
と
い
う
き
わ
め
て
窮
屈
な
客

観
条
件
の
も
と
に
、
失
業
給
付
、
農
業
救
済
な
ど
不
況
に
よ
る
歳

出
需
要
の
増
大
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ボ
ル
ヒ
ャ

ル
ト
ブ
が
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
指
摘
す
る
「
経
済
的
強
制
状

態
」
は
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
に
も
妥
当
す
る
。
こ
の
よ
う
な
与
件
の
も

と
で
、
失
業
保
険
財
政
再
建
（
失
業
保
険
危
機
、
失
業
保
険
制
度

改
革
）
と
こ
れ
と
係
わ
る
ラ
イ
ヒ
歳
入
の
欠
損
補
填
が
、
政
権
に

と
っ
て
内
政
上
最
大
の
政
策
課
題
と
な
っ
た
。
失
業
保
険
制
度
に

つ
い
て
い
え
ば
、
連
立
諸
党
と
諸
団
体
の
意
見
を
全
て
容
れ
れ
ば
、

失
業
保
険
財
政
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
の
貸
付
な
い
し
補
助
を
抑
制
し
、

拠
出
率
は
据
え
置
き
、
給
付
水
準
は
維
持
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

不
況
下
に
こ
の
三
者
を
同
時
に
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
不

可
能
で
あ
る
。
以
下
、
は
じ
め
に
述
べ
た
三
つ
の
課
題
に
今
一
応

の
答
え
を
与
え
て
、
む
す
び
と
し
た
い
。

（
一
）
一
九
三
〇
年
当
時
の
経
済
状
況
﹇
表
５
﹈
の
も
と
で
ス

ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
政
策
を
選
択
で
き
な
い
政
府
が
（
1
）
、
失
業
保
険
に
関

し
て
ラ
イ
ヒ
補
助
の
抑
制
と
拠
出
率
の
据
置
と
給
付
水
準
の
維
持

を
同
時
に
果
た
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
一
年
の
間
に
、
景
気

の
後
退
と
失
業
状
況
の
深
刻
さ
が
拡
大
し
た
た
め
に
、
国
会
の
構

成
は
同
一
で
あ
っ
て
も
、
二
九
年
度
予
算
編
成
時
に
は
社
民
、
中

央
、
民
主
、
人
民
、
バ
イ
エ
ル
ン
人
民
の
連
立
与
党
間
交
渉
で
達

成
さ
れ
た
妥
協
（
2
）
が
、
三
〇
年
度
予
算
編
成
で
は
成
立
し
な
か
っ
た
。

モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案
（
ラ
イ
ヒ
政
府
原
案
と
第
二
次

歳
入
補
填
案
）
は
ぎ
り
切
り
の
現
実
的
選
択
肢
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。
国
家
信
用
調
達
の
手
段
を
制
限
さ
れ
、
均
衡
財
政
を
維
持

し
つ
つ
賠
償
振
替
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
）
を
お
こ
な
い
、
資
本
形

成
が
不
足
し
て
い
て
も
外
資
導
入
は
見
込
め
な
い
、
と
い
う
世
界

恐
慌
下
の
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
政
が
置
か
れ
た
困
難
な
客
観
情
勢
の

な
か
で
、
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
財
務
大
臣
は
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
、
ブ

リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
を
維
持
す
る
た
め
の
成
案
を
も
っ
て
、
よ
く

そ
の
職
務
に
努
め
た
。
従
前
諸
研
究
を
管
見
し
て
、
彼
に
対
す
る

評
価
の
小
さ
き
を
私
は
意
外
に
思
う
。

26.7.1930,in
:R

G
B

l
Jg.1930

T
eilI,S.311

�331.
（
２５
）
平
島

前
掲
書

二
一
〇
頁
。

（
２６
）

C
onze,a.

a.
O

.,S.74

�75.
（
２７
）

D
ietm

ar
Petzina

,
D

ie
deutsche

W
irtschaft

in
der

Zw
ischenkriegszeit,W

iesbaden
1977,S.102.

（
２８
）

E
yck,op.

cit.,p.270.

（
２９
）
栗
原

前
掲
書

三
一
六
〜
三
一
九
頁
。

史

学

第
八
六
巻

第
四
号

六
六
（
四
一
二
）



一
九
二
九
年
度
に
ラ
イ
ヒ
財
政
収
支
の
欠
損
は
前
年
度
比
五

五
％
に
縮
小
し
た
が
、
こ
れ
は
歳
入
が
前
年
度
比
一
・
〇
三
倍
と

増
加
し
た
の
に
対
し
て
歳
出
が
九
六
％
と
緊
縮
し
た
結
果
で
あ
る

﹇
表
５
﹈。
国
内
総
生
産
、
民
間
消
費
が
停
滞
す
る
も
と
で
こ
れ
だ

け
の
緊
縮
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
財
政
を
拡
張
で
き
な
い
以
上
、

歳
入
補
填
、
一
九
三
〇
年
度
予
算
は
ど
う
し
て
も
諸
勢
力
痛
分
け

と
い
う
措
置
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
失
業
保
険
と
歳
入
欠
損
を

め
ぐ
る
三
月
危
機
は
、
ラ
イ
ヒ
経
常
財
源
の
分
配
を
め
ぐ
る
紛
糾

で
あ
っ
た
。
諸
政
党
の
利
害
調
整
政
治
で
は
、
財
政
再
建
も
失
業

保
険
制
度
改
革
も
実
現
で
き
な
い
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
と
き
、

首
相
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は
、
緊
急
命
令
で
歳
入
補
填
案
と
も
ど
も

こ
れ
を
実
施
し
よ
う
と
試
み
る
。
そ
し
て
こ
の
大
統
領
緊
急
命
令

第
六
章
が
、
一
九
三
〇
年
度
予
算
を
構
成
し
た
（
3
）
。
す
な
わ
ち
、
こ

こ
で
は
じ
め
て
ミ
ュ
ラ
ー
政
権
が
作
成
し
得
な
か
っ
た
三
〇
年
度

予
算
が
、
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
政
権
に
お
い
て
法
的
に
効
力
を
も
っ

た
の
で
あ
る
。
国
会
解
散
中
の
大
統
領
緊
急
命
令
は
、
ワ
イ
マ
ー

ル
憲
法
制
定
以
来
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
4
）
。
分
配
を
め
ぐ
る
諸

政
党
、
諸
勢
力
の
対
立
の
深
さ
が
知
ら
れ
る
。

（
二
）
大
連
合
内
閣
の
最
後
の
日
に
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
調
停
案

を
拒
否
し
た
た
め
に
、
社
会
民
主
党
が
内
閣
退
陣
の
第
一
責
任
者

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
事
態
の
経
緯
を
み
れ
ば
人
民
党
の
態
度

も
相
当
に
強
硬
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
社
民
党
は
は
じ
め
拠

出
率
四
％
を
支
持
し
た
が
、
次
に
三
・
七
五
％
を
容
認
し
た
。
つ

ま
り
同
党
は
引
上
幅
を
〇
・
二
五
％
下
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
譲
歩
し

た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
拠
出
率
三
・
五
％
の
現
状
維
持
を
拒
否

し
た
社
民
党
を
頑
な
と
批
判
す
る
な
ら
ば
、
拠
出
率
の
〇
・
二

五
％
引
上
（
料
率
三
・
五
％
か
ら
三
・
七
五
％
）
に
反
対
し
た
人
民

党
に
も
同
様
の
批
判
が
成
立
す
る
。
拠
出
は
労
使
折
半
で
あ
る
か

ら
、
経
営
者
側
の
負
担
増
は
僅
か
〇
・
一
二
五
％
で
あ
る
。
社
民

党
、
労
働
組
合
は
給
付
受
益
者
出
損
の
増
加
を
拒
ん
だ
の
で
は
な

い
。
そ
れ
を
否
と
し
た
の
は
、
人
民
党
と
企
業
家
団
体
の
方
で
あ

る
（
5
）。
こ
の
点
、
エ
ゴ
は
後
者
に
お
い
て
よ
り
強
い
と
考
え
ら
れ
る
（
6
）
。

（
三
）
社
会
民
主
党
と
人
民
党
の
失
業
保
険
財
政
再
建
を
め
ぐ

る
対
立
は
、
拠
出
率
と
い
う
よ
り
も
、
国
庫
と
失
業
保
険
財
政
と

の
関
係
に
あ
っ
た
（
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
第
一
六
三
条
）。
ラ
イ
ヒ
補
助

を
毎
年
度
予
算
で
定
額
に
抑
制
し
て
、
且
つ
保
険
料
が
据
え
置
か

れ
る
な
ら
ば
、
結
果
と
し
て
給
付
水
準
の
削
減
や
保
険
原
則
と
矛

盾
す
る
困
窮
度
審
査
の
導
入
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
社
民
党
は
こ

こ
に
反
発
し
た
。
し
か
も
前
述
し
た
よ
う
に
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
第
一
二

〇
条
に
よ
れ
ば
、
失
業
手
当
額
は
す
な
わ
ち
疾
病
手
当
額
相
当
と

規
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
失
業
保
険
給
付
水
準
の
削
減
は
す
ぐ
に

疾
病
保
険
給
付
水
準
の
低
下
に
連
動
し
て
し
ま
う
。
不
況
が
深
刻

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

六
七
（
四
一
三
）



化
す
る
な
か
で
、
二
七
年
失
業
保
険
法
体
制
は
す
で
に
、
現
行
保

険
料
で
は
現
行
給
付
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
財
政
状

況
に
あ
っ
た
。

信
用
拡
張
を
伴
う
景
気
振
興
策
を
実
施
し
な
い
限
り
、
Ｒ
Ａ
Ｖ

Ａ
Ｖ
に
対
す
る
国
庫
補
助
を
増
額
し
て
い
く
か
、
労
使
拠
出
率
を

引
き
上
げ
る
か
、
失
業
給
付
水
準
を
引
き
下
げ
る
か
、
失
業
保
険

財
政
を
再
建
す
る
た
め
に
は
、
い
ず
れ
か
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
ど
れ
を
選
択
し
て
も
社
民
・
人
民
両
党
の
対
立
の
鎖

は
解
け
な
い
（
7
）
。
失
業
保
険
給
付
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
は
ラ
イ

ヒ
貸
付
（
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
第
一
六
三
条
）
は
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
れ
に
は
財
源
が
必
要
で
あ
り
、
財
源
を
確
保
す
る
た
め

に
は
ラ
イ
ヒ
歳
入
は
補
填
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ
イ
ヒ
歳

入
が
経
済
状
況
か
ら
制
約
を
受
け
る
な
ら
ば
、
不
況
が
続
く
限
り

拠
出
率
を
逐
次
上
昇
さ
せ
る
し
か
手
は
な
い
。

一
九
三
〇
年
上
半
期
の
二
つ
の
内
閣
に
ま
た
が
る
失
業
保
険
財

政
を
め
ぐ
る
政
争
は
、
景
気
動
向
と
失
業
の
現
状
か
ら
し
て
、
Ａ

Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
が
運
営
困
難
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
そ
れ
を
認
識
し
た
か
ら
こ
そ
、
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
は
一

方
で
均
衡
財
政
を
実
施
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
歳
入
補
填
と
失
業

保
険
制
度
の
改
訂
作
業
を
進
め
な
が
ら
、
他
方
で
労
働
市
場
に
対

す
る
政
府
介
入
と
い
う
新
し
い
政
策
手
段
を
模
索
す
る
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
雇
用
創
出
計
画
の
立
案
、
策
定
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
稿
を
改
め
て
取
り
上
げ
た
い
。

註（
１
）
財
政
経
済
状
況
か
ら
す
る
制
約
（K

nut
B

orchad,“Zur
Frage

der
W

ährungspolitischen
O

ptionen
D

eutschland
in

der
W

eltw
irtschaftskrise”,

in
:D

ers.,
a.

a.
O

.,
S.

210

�221,
A

lbrecht
R

itschl,
D

eutschlandkrise
und

K
onjunktur

1924

�

1934
,B

erlin
2002,S.202

�203.

）
に
加
え
て
、
ド
ー
ズ
・
プ
ラ

ン
、
ヤ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
に
よ
る
賠
償
振
替
か
ら
す
る
制
約
が
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
の
国
立
銀
行
法
（R

eichsbankgesetz

）
は

国
際
条
約
体
系
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
（B

orchard,
“Zw

nngslagen
und

H
andlungsspielräum

e
in

der
großen

W
eltw

irtschaftskrise
der

frühen
dreißiger

Jahre”,in
D

ers.,:
a.

a.
O

.,S.170

�171.

）。

（
２
）

Politische
B

esprechung
vom

8.
4.

1929,
in

:D
as

K
abi-

nett
M

üller
II

B
d.1,S.531

�536,Politische
B

esprechung
9.

4.
1929,

in
:E

benda
.,

S.
537

�540,
Politische

B
esprechung

vom
10.4.1929,in

:E
benda

,S.543.

平
島

前
掲
書
第
二
章

第
二
節
四
「
一
九
二
九
年
度
予
算
案
と
大
連
合
内
閣
形
成
」
も
参

照
。

（
３
）

V
erordnung

des
R

eichspräsidenten
zur

B
ehebung

fi-
nanzieller

w
irtschaftlicher

und
sozialer

N
otstände.V
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26.

7.1930,Sechster
A
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H
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in
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八
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（
４
）

C
onze,a.

a.
O

.,S.74.

（
５
）
栗
原
氏
は
失
業
保
険
問
題
が
最
後
ま
で
係
争
点
と
し
て
残
さ
れ

た
の
は
、
こ
の
問
題
の
企
業
団
体
側
管
掌
が
「
工
業
界
右
派
の
支

配
す
る
使
用
者
団
体
連
合
に
あ
っ
た
こ
と
と
大
き
く
関
連
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
」（
栗
原

前
掲
書

三
〇
五
頁
）。
こ
れ
を
証

明
す
る
直
接
的
史
料
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
団
体
が
ミ
ュ
ラ

ー
内
閣
と
失
業
保
険
に
し
ば
し
ば
非
好
意
的
態
度
を
示
し
た
こ
と

を
思
え
ば
、
氏
の
推
論
に
は
合
理
性
が
あ
る
。

（
６
）
社
会
民
主
党
、
労
働
組
合
は
受
益
・
負
担
の
対
応
（
受
益
者
負

担
、
応
益
原
則
）
を
否
定
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
不
況
下
に
、

失
業
保
険
拠
出
を
お
こ
な
っ
て
も
失
業
手
当
を
受
給
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
経
営
者
に
、
応
益
原
則
を
納
得
さ
せ
る
の
は
困
難
で
あ

っ
た
。
か
と
い
っ
て
、
も
し
も
受
益
・
負
担
関
係
に
応
能
原
則

（
能
力
に
応
じ
て
負
担
、
必
要
に
応
じ
て
給
付
）
を
用
い
れ
ば
失
業

給
付
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ズ
ム
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
（
応
益
原
則
と

応
能
原
則
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
主
光
『
財
政
学
』
放
送
大
学
教
育

振
興
会

二
〇
一
〇
年
、
三
一
頁
、
二
〇
四
頁
）。

（
７
）
こ
の
点
で
、
ボ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
の
以
下
の
指
摘
は
肯
綮
に
当
た
っ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
一
九
二
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
で

は
相
互
に
争
う
全
て
の
政
治
勢
力
に
と
っ
て
、
行
動
の
余
地
は
小

さ
か
っ
た
。
分
配
闘
争
を
緩
和
す
る
ま
で
に
経
済
機
構
を
回
転
さ

せ
た
り
、
国
家
を
巻
き
添
え
に
す
る
よ
う
な
激
し
い
闘
争
を
解
決

す
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
よ
り
も
、
ず
っ
と
小
さ
か
っ
た
。」

（K
nut

B
orchard

,
“Zum

Scheitern
eines

produkutiven
D

iskruses
über

das
Scheitern

der
W

eim
arer

R
epublik

”,
in

:G
eschichte

und
G

esellschaft,Jg.9
H

.1,1983,S.137.

）

た
だ
、
注
意
し
た
い
の
は
、
ボ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
と
い
え
ど
も
、
行

動
の
余
地
は
「
小
さ
か
っ
た
」
と
は
言
っ
て
い
る
が
、
行
動
の
余

地
が
「
な
か
っ
た
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
拙
稿
は
平
成
一
八
〜
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究（
Ｃ
）

一
般

課
題
番
号
一
八
五
二
〇
五
七
六
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
）

ワ
イ
マ
ー
ル
失
業
保
険
危
機
と
モ
ル
デ
ン
ハ
ウ
ア
ー
歳
入
補
填
案

六
九
（
四
一
五
）


